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開放制における「サンドイッチ方式による幼稚園・小学校教育実習」
並びに「2年次実施方式による特別支援学校教育実習」の現状と課題
渡部 昭男 (2CICJ8年度学科長 akiOunborstu・,p)
I.経緯と課題
2CX14年度から学年進行で改組が進んだ地域学部 (1学年定
員190名)では,それまでの目的養成ではなく,いわゆる開
放制の教員養成を行つている。改組に伴つて,地域教育学科
(1学午定員50名)I」政購目・小学校及朗 囃 学校教諭
免許状に関して課程認定を受けることになり,教育実習の仕
組みが大きく変化した.すなわち,地域教育学科では,①教
員免許状の取得和署苦1珈 また,シ!澤較を主免許状とし
て選択する,蜘 許状の他にも副免許状 鶴刷支援学校
を含む)が取得できる,①朱育士に関しても学科内の保育士
資格取得コー ス (学科入学後に希望者から選考//1学年定員
10名)に属すかまたは自身で国家試験を受けることで取得で
きる,というようになつた (免許状取得が義務づけではない
開放制であり,全く取得しないことも可能である).要するに,
私学を含めて全国的に幾ρかみられるところの,開放制の助
児児童教育学科 (保育及び特別支援教育を含む)」 のイメージ
である.こうしたコンセプトを有する国立使は少なく,その
ユニークな挑戦の成否が今回的にも注目され 問われている.
開放制の教員養成において,苦慮するのが教育実習輛 ヽ
である.すなわち,15回の授業回数を確保するという基本方
針の下■ 一部の希望者のみが出力引する教辞霜冒について従
前のように他科目の開講時期に重ねた「二重覆修の特例扱い」
で凌ぐことはできない。そこ乱 大学の夏季休業中で附属校
園が開かれている9月に集中して実習時期を設定することに
なる。学士号を授与する上で位置づけの大きい卒業論文の作
成や就職活動・公務員試験などを考慮して4年次を避け,主
免許状に力功 わヽる幼稚園・小学校実習を3年次5月&9月(各
2週間)に,主免許状に当たらない特別支援学校実習を2年
次9月 (3週間)に位置づけた (4年次6月の時期も選択可
的 。また,域騨目・小学校・中学校を目I挽言午状として取得す
る場合は 3年次■月 (2週間)にいずれか1校種の冨I!免教
育実習が許されている。なお,保育士資格取得コー スの学生
は2年次から別途に保育実習1があるが, 日程が重複しなけれ
ば希望の教育実習も受講できる。
このことにより,幼稚目 。小学校に関しては「大学での学
習A騨     (3午次5月)一大学で岬 B一応用実習
(3年次9月)一大学で囀 C」 という仕組み=「サンド
イッチ方剥こよる勁離蜀・河茸嘲蕩晴撲署」似二 「サンド
1 保育実習L 「保育実習190日=[2年次8月下旬～9
月上旬=保南堀 十 [2年次2月下旬～3月士旬=危劃 」及
び「保育実習Ⅱ [保初 またはⅢ 躙   (10日)[3年次
2月下旬～3月中旬]」 で設定されている。
イッチ抽 と略の,特別支援学校に関しては「侶M支援学
校実習 (2年次)一幼確目・万蝉    (割鴨角」という仕
組み=「2年次実施方式による特別支援学校教育実習」似五
「2年次実施方式』と略す)といっ蜘 陣 2つの方
式が導入された。
2CIC18年度I司れ てヽ「サンドイッチ方莉 「2年次菊厄庁剌
ともに実施3年目2を迎えることから,我々 は2∞8年度の学科
運営方針・努力目標の一つに「学科・専攻教育の充実に向け
たカリキュラムの見直し」を掲帆 その■環として両実習方
式の現状と課題を明ら力引こするために調査研究を行つた.
なお,中学校・高等学校に関しては他学科 。他学部で課程
謂 を受けており,「開放制のもとでの全学体制による教員養
成」が鳥取大学の大きな特色となつている。主免許状として
の中学校教育実習については地域教育学科はほとんど関わり
を持たないことから,本学科による今回の調麿から′潮 し
た。今後,全学の期 委員会などが主導して,追加実施
することが望まれる.
Ⅱ.調査の対象と方法
「サンドイッチ抽 に関して喧 2∞8年度の3年次学生
銀 を滋 に,①唖 辮 岬 3牲の螂 鋼 にけ る
アンケート」C2008年6月実施)及び②「地域懃清学科3年
生の応用実習に関するアンケート」(同10月却 を行つた。
「2年次菊厄庁判 に関しては,2008年度の糊 I伎援学校教
育実習を受けた2年次学生を対象に,③「地域款育学科2年
生嘲 吐刻露判発霜目に関するアンケート」(同9月蒙琉Dを
行った.いずれも,該当学年が受講する講義時に調匿用紙 搭
末に収動 を配布し,回答記入後に関瞳教員に提出するか,
または回収箱へ投函してもらつた。回収状況は,各アンケー
トの結果の項で述べる.
2 叫 学科1期生が2年次の2C106年度9月には,まだ
旧学部の3年次生が9月に養期 を行つていたために,
特別支援学校において「那¬従赳紅肪鞄 が運用されたのは
2期生が2年次となつた21X17年度からである.
3 鳥噌 駐 地域詳部地域政乗学科が「社会 (中拗 ,
地理・歴史 (司問,公民 (高ガ」,同地域文化学科が「国語
(中学事己謳 ,婦  (中学校・高校拘,同呻 が
聴科 (中学校・荷問」,農学部が 唯外 (中学校・高校),
技術 (中当交),農業 (同開,情報 (高校)」,鞠 が「数
学 (中学校・高ガ,理科 (中学校・司め,工業 G副め,情
報 (誡」の課程認定を受けている.こうしたことから,免
許珈 W射応も大学総出の軸 Jで進められている.
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Ⅲ.結果の概要
「基礎実習アンケー ト」
①一A:幼稚園
I:免許・資格1こ関する基本情報
幼稚園実習履修者16名中,回答者は14名188%)であっ
た。その内,14名全員が保育士資格の取得を予定しており(コ
ース所属9,国家試験5),教員免許としては他イ引 学ヽ校を3
名,特別支援学校を11名が希望していた。
Ⅲ:基礎実習と大学カリキュラムとの関連
3年次前期までの大学での学び (「サンドイッチ方式」でい
う「大学での学習A」)が基礎実習にどのように生かされたか
を問うた
3-1 靭職に関する科日 (「人間と教育」、教育去 心理学
なD
■a活かせた
■bある程度活かせた
口oあまり活かせなかった
口d活かせなかつた
■e無回答
「あまり活かせなかつた」聯朝せなかつた」が79%であつ
た。自由記虐ib―「教育のサ由ヽ得として活かせた」「教育をめ
ぐる現伏・問題等」,c「実習中,科目を意識して思い出すこ
とはなかつた」「人物や思想などはあまり考えて実習できなか
った」「学んだことと実際との差がありすぎ拘 ,卜「現湯の
幼稚園で通用するようなことを講義の中でしていない」であ
つた。
3-2 幼職国教育に関する科目
日a活かせた
日助 る程度活かせた36% 日cあまり活かせなかった
口d活かせなかった
日e無回答
「活かせた」「ある程度舌かせた」が86%であった。自由記
述は,a「秦境の銀育等」「羽め帆 子どもの発泡 「子ども
の姿や指導要領等」「子どもにとつて教師はどのような存在で
ある力判,b「幼児の現状などを授業などでしていたし、保育
関連の資料も見て討論していたから」「保育とサ癬目の区別が
分からず授業を受けていたが人間関係の保育の具体的な話な
どは勉強になつた」,c「附属は特別な保育をしているから」
であつた。
3-3 小学校教育に関する科目
o% 14% 日a活かせた
日bぁる程度活かせた
日cぁまり活かせなかった
日d活かせなかつた
日e無回答
「あまり活かせなかつた」及び「無回答」が各43%であっ
た。自由記述は,卜略導案の書き方等少し参考にしました」,
c― 職学前の5歳児において少し活かせ抱 「音楽などは少し
活かせた」であつた。
3-4 中学校 G萬胸 教育に関防る科目
「あまり活力せなかつ拘 i瀞せなかつた」が43%,
回答」が57%であった.履修していない者が多かった.
3-5奉拐崚彊教育に関する科目
29恥
■a活かせた
■bある程度活かせた
口cあまり活かせなかった
口d活かせなかった
■o無回答
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
「活力せた」「あ祈聾賠力せた」が36%,「あまり氾静せ
なかつた」晦勁せなかつた」が35%であつた。自由記述は,
a― 略 について」聴ち着きのない子どもや目立つ子どもと
の関わり」「子どもの内面理解や実態把握」「特別支援と保育
実践とは似たところがある」,卜「気になる子′説 た｀が障害と
断定する子どもイれ な｀かつたから」「集団生活の中で逆に気に
なつてしまう子どもを何か診断がついているのかなどと考え
すぎてしまう」があつた。
3-6 保育士資格に関する科目
「活かせた」「ある程度活かせた」が79%であつた.自由記
述は,a「基本的な保育の仕方など活かせることがたくさん
あつた」「保育実習に行つたことがとても大きく日誌を書く際
子ども達をどう見ていくか活力:せた」「子どもの発達・環境を
通して保育すること等」「子どもの年齢による発達課題など」
「0歳児の姿などある程度イメージできていたのは役立っ
た」「謂ぬ帆 保育所実習,絵本についてなどいろいろ」,b
略導案の書き方」「幼稚周教育要領と保育指針を比べること
で幼稚園の特性を固めた」「この午齢ならある程度このような
様子というイメージを持つことができてい拘 「『表現の保育』
などで人前に立って分かり易く話すことなどが活かされた」,
c 暗 かせたかどう力引ま分からないが,子どもの怪我の手当
をすることが多かった 1/1↓Eイ剛③」であつた。
3-フ 地域学・地域教育学に関する科目呻 学入門、
麹嘲解希傾融はLD
■a活かせた
■bある程度活かせた
口oあまり活かせなかった50% 口d活かせなかった
■o無回答
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「あまり活かせなかつた」晦勁せ なかつた」が93%であっ
た.自由記述也 卜「保護者と共同の子育て支援について」,
c「実習中に地域について感じることはあまりなかつたので
活かされたかどうかは分からないが, 2年後期の計画論は実
習には繋がらないが地域を知れる授業ではあつたと思う」,ト
「関係ない授業が多い」「笏稚園実習で考えなけれ,れ け｀ない
ことと全く授業内容が重なっていない」であつた.
3-8 少人数でのゼミナィル 螂 F弓ゼミ、総台演習、
嚇 ゼミなD
晦勁せた」「ある程度活かせた」が86%であった。自由記
述は,「「色々な人の意見を聞けたので自分の視野や考え方
が深まつた」,卜「本・声の使い九 発達過程等」「ゼミの中
で昨年の幼稚園実習の概要などをちょこちょこ聞いていたか
ら」「保育ゼミ」であつた.
3-9 教育実習の事前指導 (「中 や実習オリ
エンテーションなLD
■a活かせた日bぁる程度活かせた
日:燿永ぜ肇株竜え
かつた
■o無日答
■a活かせた
■bある程度活かせた
57% 目:毒謀ぜ忌株t犯かつた■e無回答
述は,争「手遊びなど」「日誌を書いていたり,一度経験して
いるのは大きいと思う」「保育園に実習に行つたときの保育士
の動きなど」「保育実習で子どもと関わった駒   「実習の基
本的なことが分かつている状態だったので安心して実習が受
けられた」「保育実習をしていたので子どもとの関わり方が分
かつていた」「指導案の書き九 子どもの実態」,卜「子ども
との関わり方がある程度分かつたり,実習への課題などを立
てることができた」「子どもとの接し方等は少し活かせたが,
日案等についてはあまり活かせなかつた」,∝「保育園と幼稚
園実習は全く異なつていたのであまり活かせなかっ拘 「保育
園と幼稚園では様子が別物だつたのであまり活かせなかつ
た」,卜%〒つていない」であった。
3-11 カリキュラム外で行われる子ども会等のボランテ
ィア活動など
5796
聯効せた」「ある程度活かせた」が98%であった。自由記
述は,r「実習生であろうが子どもにとつては教師だという
こと」「オリエンテーションで園の保育や実習の方針を示して
くださつたこと」「オリエンテーションは為になつたし,具体
的にものを言つてくれたので分かり易かった」「実習指豹 ,
b 噺 の注意事項など」「オリエンテーションで園の大体の
様子や実習の仕組みなどを知れたし,やることなども覚悟で
きた」「オリエンテーションでピアノの楽譜をもらつたり,行
事予定を知れたのは参考になつた/でもその日のその日で動
きが違うし実習カラ台まるまで分からないこともあつて不安だ
つた」「オリエンテーションはとても役に立ったが『教育実践
の制 は実習先によつて少人数でやった方がためになった
と思う」「実習の手引にあつた語句の使い方が参考になつた」
「不安な部分が少しなくなつた」「オリエンテーションで実
習について詳しく聞けた」,c「もつと実習について具体的
なものが良かつた」であっ亀
3-10 基礎実習の前に出かけた介護等体験、保育実習、
特別坤 など
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
14%
15%
■a活かせた
::協鼻玩辱戸ど
｀
忘声った口d活かせなかった■e無回答
‖
些 F噂:ξ;訂ヨF竜甲主ま屯た
29% 29% 口d活かせなかった
■e無回答
晦勁せた」「あ祈聾晰力せた」が50%,「あまり活かせ
なかった」「活かせなかつた」が43%であった.自由記述I嵐
a「学習支援では子どもとの関わりがし易かつた」「青少年育
成ボランティア団体に所属していて小学生を中心とした子ど
も達と交流があるし,そこで行つているグームなどを実習に
取り入れることができた」「子どもがどのような遊びを楽しん
でいるのかを事前に知つていたこと」,b「子どもと関わり慣
れることができてい拘 「中学生相手のボランティアだったの
で幼稚園ではあまり活かせなかつた」,c―馳輝動ミ違うため」,
卜「あまり疹功日したことがない」であっ亀
4-1 基礎実習の率直な感想を述べなさい
全員が「充実してい拘 「ある程度充実してい拘 と回答し
た.自由記述は,a「2週間という短い間でしたが,たくさ
んのことをさせていただいて,勉強になつた」「先生を見たり
アドバイスをいただきながら自分でいろいろすることができ
たの■ とても充実していた」「これ以上ないつていうくらい
頑張つたと思う/HJ即都3が取れなくてきつかつたノ//実践の
難しさが分かつ拘 「大学では学べない多くのことを学ぶこと
ができた/子どものトラブル場面での教師の対応や子どもと
どのように関わつていけばいいのか≧ういことを具体的に知
ることができた」「同じ組の実習生と協力して進めることがで
きた/布舌し合いをしたり,先生方のアドバイスを頂くことで
保育を考えることができた//待録をもつと次に活かせるよう
な形で劃ィヽて行ければよかつたと思う」「普段の大学生活と生
活の濃さが何倍も違ったものとなつた//祉ではできないよ
うなたくさんの発見や学びを実習中たくさんすることができ聯効せた」「ある程度活かせた」が72%であった。自由記
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た」「先生方から具体的なアレミイスや反省点を言つて頂けた
のでとても勉強になる毎日でした/責任実習・部分実習を多
く任せていただけたのでよかっ拘 「勉強になったことは本当
に多くあったが,今まで行つた実習と様子が全く異なつてい
た部分が多かったので戸惑つてしまつた//それに,適応する
のにとても時間が掛かってしまつた」「子ども達とす緒に遊ん
だりすることでこういう仕事ができたら楽しいだろうなと思
つた/それはまだまだ保育者としての気持ちではない気がす
るし『ダメだな』と思つたこともたくさんあつたけれど実習
はすごく充戻したものだったと思う」「毎日乗り切ることが必
要だつた/考えることもたくさんあるし,先生方のご指導を
次の日からの保育に活かすため考える時間も多くを費やした
から充実していた」「毎日の日誌苺個人記録等準備することや
しなければいけないことがとても多く2週間はとても早く過
ぎた/4/Lから子ども達から沢山の事を学
～
油「新しく学ぶ
ことがとても多くあつた」,b―「先生方の仲があまりよくなく
て困つた」(注:あくまでも個人的な主観の記載)であつた。
4-2 今後の大学での学習や応用実習に向けた「貴方の課
題」は何ですか。
W:斑鞘田蝉
ともに,考察で述べる.
①―B:小学校
I:免許 Bi田闇こ関する基本情報
小学校実習履修者32名中,回答者は20名163%)であっ
た.他の免許喧 特別支援学校を16名,幼稚回を9名,中学
校を5名 (国語2,英語3),高校を4名 (国語1,英語3)
が希望していた.
Ⅲ:基礎実習と大学カリキユラムとの関連
幼稚園調査と同隊に, 3年次前期までの「大学での学習A」
が基礎実習にどのように生かされたかを問うた
3-1 教職に関する科目 (「人間と教育」、教育学、心理学
なD
15% 5% 0% 10%
「あまり活かせなかつた」「活かせなかつた」が85%であつ
た。自由記述は,卜「教育・教師に対しての自分の考えをま
とめながら取り組めた」,∝「目の前の子ども達と接すること
― 杯だつた」
「舞い上がっていた為」鴨輪を学ぶことも
大切だがVTRなどで実際の教育現腸から理論を拾い上げる
ともつと分かり易く活かせたと思う」「実践の場で個に対応し
ていく叱 理論は日に見えて役立つものではなかつた/どこ
かで無意識に役に立っていたのかもしれない」「実際には使う
こともなかつ拘 「心理学の授業は本当に活かせなかつた」で
あつた。
3-2 幼職園教育に関する科目
「あまり活かせなかった」辮勁せな力萬つた」が50%,「無
回答」が40%であつた。自由記述は,卜「『ことばの保育』で
0恥   10%
20%
15%
■a活かせた
■bある程度活かせた日cぁまり活かせなかった
口d活かせなかった
■e無回答
は子どもの言語発達イ軸蛾していたので子どもの実態を捉えや
すかつた」,c「高学年の児童と過ごしていたので活かす機食
が少なかった」畷鍵共茨だちとの関わりの場面で少し参考に
なった」,卜「幼稚周―小学校の流れがあると分かつていても
6年生だつたのであまり考えることがなかつた」であつた.
3-3 小学校教育に関する科目
聯勁せた」「ある程度活かせた」が70%であつた。自由記
述は,a 喝羽団院芦指導案づくり,着目するポイントなど」
「際 教・数学学習指導論仰帥 日であり,子どもの考
え方と授業構成に役立った」,b「教科指導に活かせた」鴨
導案の書き方,授業で注意すべき角 「目標や脂導案の書き九
授業づくりなどに関して音楽・算数。国語の4目は役立った」
「特イ聾議賜晴の如 教材研究の仕方な詢 「特に数学関係
の先生が頑張つておられ,良い講義をして下さつている」,∝
嘩 を書く機会が少なかつた」「子どもにどう姑応するか
考えるばかりでその時に思い出せなかつ拘 「実践的な話で自
分も授業に取り入れられた部分があつた」であつた.
3-4 中学校 G高胸 教育に関防る科目
■a活かせた
■bある程度活かせた
口cあまり活かせなかった
口d活かせなかった
■e無回答
「無回答」が45%,「あまり活かせなかつ抱 聯勒せなか
った」が35%であった.自由記述ti卜「授業をするのに中
学校の免許向けの科目が役立っ拘 「教材研究詩指導案づくり
など」「指導案の書き方 授業づくり」「囀 指導分析』
は実践的科日であり,授業の組み立て方を学ぶことができて
よかつた」,c―映轟の授業の時は子ども達の学びについて視
点を持つて参観できた」「専門分野は科日としてはなかつたが,
朝学習を見る時に少し参考になつた」であつた。
3-5 特別支援教育に関ける科目
■a活かせた
日bぁる程度活かせた25% 口cぁまり活かせなかった
口d活かせなかった
■e無回答
「あまり活かせなかつた」が40%であつた。自由記述ti
ヶ「子どもの様子をじつくり見る態度や子どもの考えている
ことについて考察する姿勢が培えたと思う」「個々人の障害特
性や授業の作り方など,グストの方のお話しも参考になつた」,
b「知識がないと実院 姑応できないと思う」「発達等考えた」
「指導案の書き方が事前におさえられてよかつた」「子どもを
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どのように見れイれ いヽの力功ミ少し参考になつた」,∝「必要と
されている支援の内容が教科に関することが多かった」「あま
り活かす面がなかつた」であつた.
3-6 保育士資格に関げる科目
■a活かせた
■bある程度活かせた
口Gあまり活かせなかった
口d活かせなかった
■e無回答
「無回答」が55%,「あまり活かせなかった」聯勒せなか
った」が45%であった.自由記述Ii c「あまり単位を取つ
ていないから」,卜「あまり活かす面がなかつた」「けがや子
どもの様子をなかなか具体的に見られなかつた」であつた。
3-7 地域学・地域教育学に関する科目叫 学入門、
則嘱籐希腫融慮D
■a活かせた■bある程度活かせた口oあまり活かせなかった
・ま轟舌暮なかつた
「あまり活かせなかつた」聯拗せなかった」が95%であっ
た。自由記述ti c―「なかなか学校と地域の両方から考える
ことができなかっ約 「教育については授業でカバー出来てい
るが,それを実践するというつなぐ講義がないので活かしき
れていないように思う」「授業実践に関する内容ではなかつ
た」略J度などはとても大きな問題なので教育実習では考える
ことではなかつ拘,卜呪
"蒔
セ言うが,やっている内容は
教育なので地域を学ぶ必要性が全く感じられない/地域学は,
はつきり言つて意味がわからない/教育学に戻すべきでは
(学部を)」「地域款育計画論をする意味すら分からないくら
いだ」であつた。
3-8 少人数でのゼミナール 螂 Fロゼミ、騨 、
嚇 ゼミなD
■舗をさき活かせた
口oあまり活かせなかった
45% :!纂
占暮
なかった
「活かせた」「ある程度活かせた」が55%であった.自由記
述は,a―「実際の授業を見学することがあり,参考になつた
/人日町で話すということに慣れた」「地域教育ゼミでの授業参
観は非常に参考になつた」,卜「地域教育ゼミは活かせること
が多かったのですが,総合演習など全く関係ない内容だった
ように思います//黎沿法習の授業の意図がわかりづらい」「ク
ラスでの反省や授業検討など」「援業を見る視拘 「授業が観
でどのような視点で見れ,出ヽいの力湖「学生の声を授業に直に
反映させて進める事が出来るので役立つ」「地域教育ゼミの附
小での授業観察はとても役に立った//待窮予 授業を具体的に
イメージする事が出来た」「地域教育ゼミⅡで小中学校の授業
が見られたことがすごく活きた」であつた。
3-9 教育実習の事前指導 (「中 や実習オリ
エンテーションなD
「活かせた」「ある程度活かせた」が80%であった.自由記
■a活かせた
■bある程度活かせた
回cぁまり活かせなかった
口d活かせなかった
■o無回答
■a活かせた
::協皇げ橙藷戸毬淀詩午った
口d活かせなかった■e無回答
晦勁せた」「ある程度活かせた」が70%であった.自由記
述は,「「気持ちの持ち札 子どもを見ること,支援を考え
ることなどに役立った」「クラスとしてまた個人として子ども
をとらえる大切さが分かつた/指導案の書き方も熱心に指導
していただい拘 「実習の雰□気を掴■ 生活習慣の見直しな
ど」略導案の書き方I実習の際 〕子どもを見る視点」「指
導案の作成や日誌など,一度経験していたのでスムーズに出
来た」「社会人としての融   「特別支援実習で指導案に触れ
ていたので小学校でも指導案を書き易かった」「特別支援の方
が厳しかつた//4】鍋逹精野は楽だった」,b「子どもとの関わり
方など違う対応もあるが経験していることが自信になつた」
「実習に向かう姿勢など」「指導案の書き方など」「どのよう
に児童と閣離を縮めていけばよいかという点で経験が活かせ
た」,c―「経験としてはよかつたが,直接は活かせなかつたと
思う」,卜「介護等体験に行けてない」であつた。
3-11 カリキユラム外で行われる子ども会等のボランテ
ィア活動など
%
5%
H5%
「活かせた」「ある程度活かせた」が65%であった.自由記
述は,年「子どもとの関わりに余裕ができ,よく見たり関わ
ることが出来る」「体み時間などに子どもに接する叱 ―番は
子どもを叱つたり, 注意するタイミングや態度など」,b―「関
わり方 (目線を合わせるというような)」「学生ボランティア
65%
述は,a「授業の進め九 子どもとの関わり方」「実習におけ
る態度や心構えなど」,b「気が引き締まつた」「注意すべき
こと,教師としての立場などが分かつた」「
`謝
吾を持つて臨め
た」「注意すべき点や大切な点を考えながら実習できた」「現
場の声を率直に聞いたことは良かつたし,姑策立てが出来て
よかつた」略導案の書き方など役に立ったが,当たり前のこ
とを何度も言われるのは之要ないと思つた (実習中の注意事
項0」「実習への心構え,不安が減った」「心構えをすること
が出来た」鳴菊能新罫に対する自分の意識を高めることが出来
た」,併「現状も知りたいが,授業や指導案について具体的に
学びたかつた」「オリエンテーションで緊張感を持つたことは
商 刊であつた.
3-10 基礎実習の前に出かけた介護等体験、保育実習、
特別夢胡辞鞍実習など
30%
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
10915%  10%
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他で培つた経験によつて,子どもや学習に慣れた面もある」
「子どもとの関わり方:子どもの気持ちを察するなど」「子ど
もとの接し九 緊張が和らぐ」「子どもの理解に繋がつ抱 「子
どもの分からなヤヽ部分がある程度分かることが出来た」「実際
に子ども達とふれ合ったという経験は子どもとの関係づくり
に役立った」嘲潤↓澤判 であった1
4-1 基礎実習の率直な感想を述べなさい
■a充実していた
■bある程度充実していた
口oあまり充実していなかった
口d充実していなかった
■e無日答
1名を除く19名が「充実していた」「ある程度充実してい
た」と回答した.自由記述イ乱 a―「あらゆる場面で自分がす
べきことを考えながら動くようになつた/子どもとの関わり
を授業に活かし,一体となつて授業をする楽しさを実感する
事ができ拘 「今までの大学での学びを活かす (試→ 事が出
来て良かつたと思う/指導教官とも密に話をすることができ,
より児童の実態や姿を追うことが出来たと思う/とりわけ,
教科教育において子どもの学びに迫る事ができ,収穫の多い
実習となつた」「観察を通してたくさん学ものがあつた」「教
員とはどういうものか,子どもと接するにはどうする力、大
学では学べないものが学べた」「子ども達の様々な表情を見る
ことができて,行日忙しかつたけどとても楽しかつた///絶姑
に先生になる!という気持ちを再確認できた」「実際に授業を
することで,たくさん学べたし,教師と児童のけじめなど教
師として児童とどう接すれIれ い｀かなど,少しずつだが分か
っ抱 「児童を観察することで児童の実態を知り,どのような
指導をすればよいのか考えることができた/とても充実した
2週間であつた」「授業・休憩・給食・掃除と,場面場面で様々
な子ども達の姿が見られた/その都度,教師は潮芯していか
なければならないと,負く感じ抱 晦謬持赳践を1時間させても
らつq芯用実習への課題が見えた/2週間子ども達と■緒に
過ごす中で子ども達の様々な姿が見えてき拘 「すばらしい人
格の先とに指導して頂き,教師という職業にとても魅力を感
じ抱 聰任の先生がとても良い指導をしてくださつた C/1学
校t∋/1回した授業から課題も見え,学ぶ姿勢に変化があつ
た」「IBTIn先とが熱心に指導して下さつた/1H民り等の非常
識な行動をとる学生がおり,注意しても直らず実習生全体が
困つた/とても楽しかった」,b「同じクラスの教生にも恵ま
れ お互いに協力しながら実習を行うことが出来た/授業研
究の未熟さも日立ったが教壇に立つということのすばらしさ
を体験できた」「実際に子どもとふれ合うことでたくさんの事
を学ぶことが出来た/しかし,子ども達への指導などで迷う
ことがたくさんあっ拘 喋 しかつた/子どもに紺するしつけ
がすごかつた」,併「授業実践において,指導案等についての
指導が担任の先とからしてもらえなかつた/体調管理が十分
に出来なかつた//徒躇期である児童への対応方法の知識が少
なかつた」であつた。
4-2 今後の大学での学習や応用実習に向けた「貴方の課
勘 は 何 で す か 。
V:改善課題や要望
ともに,考察で述べる。
①嘩C:未履修
未履修者としては3名の回答があつた (内1名は保育士資
格+勃貝免許状を希豊 2名は資格・免許の希望なし).大学
カリキュラムヘの要望は,「心理学のもつと詳しい授業と歴
史・概要と力湖「SF日教科を卒業単位として認めて欲しい」「1
年の時に専門科目がもう少しあつても良い」であつた。
「応用実習アンケー ト」
②―A:幼稚園
I:J贈許・3則善に「封する鞘
幼稚園実習履修者16名中,回答者は7名144%)であつた
他には 糊 I妓媛宰校を4名が,小学校を1名が希望してい
た.保育士資格は7名全員が希望していた。
Ⅲ:応用喫習と大岸功リキユラムとの関連
ここでは,基礎実習と応用実習とに狭まれた「大学での学
習B」 すなわち「3年生前期に受講した科日での学習」に限
定して,応用実習にどの程度活かされたかを尋ねた.そのた
め,未履修による「無回答」及び自由記述欄の未記入が「基
礎実習アンケート」よりも格段に多かった。従つて,この項
の扱い1圭舛奪阻度にとどめる。
3-1 教職に関する科目
日,舌かせた
日ぁる程度活かせた
日ぁまり活かせなかった
口活かせなかった
日無回答
「無回答」が43%,「あまり活かせなかつた」が43%であ
つた.自由記述はなかつた。
3-2 幼職国教育に関する科目
日,舌かせた
日ぁる程度活かせた
口あまり活かせなかった
日活かせなかった
日煮回答
「活かせた」「ある程度活かせた」が42%であつた。自由記
述は,併「領域を中心としていたから」であつた。
3-3 小学校教育口関する科目
「無回答」が86%,「ある程度活かせ拘 が14%であった
自由記述はなかつた.
3-4 中学校 (高校)教育に関防る科目
「無回答」が86%,「活かせなかつた」が 14%であった。
自由記述はなかつた.
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■
'舌
かせた
日ある程度活かせた
口あまり活かせなかった
口活かせなかった日無回答
3-5 措別陵援教育に関する科目
「無回答」が72%,「ある的 せた」と「あまり活かせ
なかつた」が各14%であった.自由記述はなかつた.
3-6 保育士資格に関する科目
全員が「充実してい拘 「ある程度充実していた」と回答し
ていた。自由記述は,折「基礎よりも周りを見ることが出来
たと思う」「基礎の時はまだまだだつたなと思えるくらヤw棚
は充実していたなとは思う」であつた
4-2 基礎実習と応用実習とはどのように繋がりましたか。
貴方自身において、特に「応用実習に向けて準備したこと」
「― 応用へと何か発展・深化したこと」がみ側帥 的
に述べて下さい。
4-3 実習を終えて、基礎実習 日応用実習の在り方および
両者の繋がりについて、良かつた点や今後さらに改善を要す
る点、改善への提案などがみ佃韻 体的に述べて下さい。
4-4 拗 大学での「学習C」およ― こ向けた「貴
方の細 は何ですか。
W:再鋼田碑
いずれも,考察で述べる.
②―B:,雌
I:角許・資格に関する鞘
小学校実習履修者32名中,回答者は14名144%)であっ
た。他に喧 糊 I肢援学校を10名が,幼朧園を5名が,中学
校を4名 (国語2,英語2)が,高校を3名 (国語1,英語
2)が希望していた。他に,保育士資格を国家試験で希望す
る者が1名いた.
Ⅲ :応用実習と大学カリキユラムとの関連
幼稚園と同様に,基礎実習と応用実習とに挟まれた「大学
での学習B」すなわち「3年生前期に受講した科日での学習」
に限定して,応用実習にどの程度活かされたかを尋ね亀 「無
回答」等が多いことから,柳ィヽは参考程度にとどめる.
3-1 教贈に関する科目
「ある程度活かせた」が43%,「あまり活かせなかっ拘「活
かせなかった」が43%であった。自由記述は,b「実習の心
構え」時 の中で具体的活動がありそこでの考え方を実習で
授業を考える時に活かせた」「教える内容をある程度」「子ど
も達とどう関わつていくべきか考えるきつ力ヽすとなつた」「特
別活動や生徒指導についての知識をもつて実習に臨むことが
出来た」「子どもをどのようにまとめるかを知ることが出来
た」,併喉犠的動 を行うものは良かつたが概念の詰
め込み形の援業は実習に同映しにくい」「実習校の先生が来た
ときの講義は汚かせた/もつと実習でどうあるべきか研究授
業険討会の昨年度の実践例や進め方を教えてほしかった (教
育実践の動 であつた.
3-2 幼租熙獅割こ関する科目
日,舌かせた
日ぁる程度活かせた
口あまり活かせなかった
口活かせなかった
日無回答
0祐 14晰 Oll
日,苦かせた
日ぁる程度活かせた
口あまり活かせなかった
口活かせなかった
日無回答
「ある的 せた」が72%であった。自由記述喧 b
らだ気づき入門山 「実習クラスの年齢発達」であった。
3-フ ー 日嘲 育朝前 る科目
「あまり活かせなかった」聯斡せなかつた」が86%であっ
た。自由記述はなかった.
3-8嚇 ゼミ
「あまり活かせなかった」が71%であった。自由記述,乱
b―「子育て期の親のことを考えること」,c「対象が親・保育
所だつたので直接は活かせなかった」であつた.
3-9 教育実習の事前指導 (「豹辞期諫慶当麹 や実習オリ
エンテーションなD
聯勁せた」「ある程度活かせた」が86%であった。自由記
述は,a「先生方のお話しを聞いたり出来たから」「実習オリ
エンテーションで貰つた用紙岸実習の手引きは参考にして書
いたりした」,b「園の先生が基礎笑習の反省でお話しして下
さって,,芯用実習に向けて反省が出来た」,卜「実践的ではな
い」であつた。
4-1 応用実習の率直な感想を述べなさい
「か
田充実していた
日ぁる程度充実していた田ぁまり充実していなかった
日充実していなかった日無回答
日活かせた日ぁる程度活かせた
目宅拙 札宝」｀つた
日無回答
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「無回答」が86%であった.自由記述はなかつた。
3-3 小学校教育口関する科目
7%0%7% ■活かせた■ある程度活かせた
日あまり活かせなかった
日活かせなかった
日無回答
「活かせた」「ある程度活かせた」が86%であつた。自由記
述は,「叫讐喋つイ助  「国語と毒楽については指導案の作
成や授業中の侃様等を学び授業実践に役立っ抱 動 の
基本的なやり方を身につける事ができ,授業づくりの際とて
も役に立った」,卜「指導案の書き九 教材研究 授業を見る
梅紬 略導案郵 た｀こと,全学年の教科書を見よというこ
と」「国語・音楽学習指導論しか活かせなかつた」「教育の原
理を知ることでクラス経営に活かせた 鮮魏粥哺諦》」「各教
科の指導案を書くのに慣れることが出来拘,∝「道徳教奇礼
生活総合学習指導論は活かせなかつたノ/道徳の内容や道徳に
ついて学習していても実際に生活の中や道徳の時間に実践す
るの政難しかつた」であつた.
3-4 中学校 (高校)教育に関ける科目
0絲 7路o賄
日活かせた
聴 る程度活かせた
嚇 まり活かせなかった
口活かせなかった
日無回答
「無回答」が79%であった。自由記述は,b 晴静な言語
表現があるという事を知つた上で英語の授業をか観する視点
が定まつた」であった.
3-5 特別支援教育に関する科目
日活かせた
日ぁる程度活かせた
日ぁまり汚かせなかった
日,舌かせなかった
日無回答
「無回答」が72%であった,自由記述はなかつた。
3-6 保育士資欄軒 る科目
からなかつた」烏総説の内容が環境などとても専門的すぎる」
「全ての学科の人にもつと共通点を持てばいろいろな場で活
かせると思う」「実際の教育現場に役立つようなことは聞いて
いない」喉諜式相々の生舌を送ることで精一杯でなかなか地
域に目を向けられなかつた」であつた。
3-8 封阿勁甫ゼミ
「無口答」が86%であった。自由記述はなかつた。
3-7 -・地域教育学に関ける科目
日活かせた
日ある程度活かせた
日ぁまり活かせなかった
日活かせなかった
日無回笞
「活かせなかった」が72%であった.自由記述イic―「ど
う活かすべきか分からなかった」,卜鴨 内容が全く活かせ
ない総説はしなくてよい/それよりも教科教育学の充実をも
つとしてほしい。そちらの方が学生のニーズ (教育学科)に
合う」Ⅷ功洋総説そのものに偏りがあって何を学んだのか分
14怖  0指  149t
「あまり活かせなかつた」「活かせなかつた」が57%であっ
た。自由記述Itt a 暇業を創る。見る視点について学ぶこ
とが出来た (鍛刈勃晴う」「書道の授業を実践したのでゼミの
学習を活かすことが出来拘 ,b―「自分中 を明確に出
来た」「子どもを見る視点が培えたと思う」「/1学ヽ校でどのよ
うな英語活動が行われているか知ることが出来た」,∝「授業
実践とゼミの領域がかぶらなかった」膊 法などというより
は学校の体制や他国の教育制度などについてのゼミだつたの
で」「児童に寄り添う姿勢などは活かせた/糊I〕支援教育の全
ての子どものニーズに対応するという意味では活用できる/
考え方や支援もあつたが論文抄読の内容はあまり活かせなか
つ拘 ,卜「教育学は活かす,活かさないというより独自に学
び広く教養として得た内容なので悪かつたわけではない」で
あつた.
3-9 教育実習の草莉指導 (「蜘謀期謀痩雪麹 碑 オリ
エンテーションなD
14%  o%711
日,舌かせ吉=嚇 る程厘活かせた
喝 まり活かせなかった
口,舌かせなかった
日無回答
を2格
〔:i:illllllL_57監
「活かせ拘 「ある程度活かせた」が64%であった,自由記
述,丸 ヶ「現湯の先生に話を伺えて良かつれ ,卜「実習に臨
むにあたつての基本的な事項を確認出来拘 「前半実習での反
省点を指摘して頂けたので後期にすべきことが明確になつ
た」「実習に対する調   「テーマを持つて取り組めた」「実習
に向けての心構えや事前準備なれ「今日どのような目標を立
て実習に取り組むかを具体的に考える事が出来抱 ,c―「学校
種に関わりなく全体で講義するのであればもつと各学校の繋
がりを見たかつた」「『教育実践の剃 というのなら実習で
そうあるべき授業実践や子どもとの関わり方など基本的なこ
とをしつかりと教えてほしい」「実際に小学校で行われた講義
の方が良かつた」,卜「教育現場の実態は知ることが出来たが
それらを実習で使えるような内容ではなかつた」であつた.
日活かせた
日ぁる程度活かせた
口あまり活かせなかった
29“    :桑i哲暮なかった
日,舌かせた
日ぁる程度活かせた
日ぁまり活かせなかった
日活かせなかった
日無回答
4-1 応用実習の率直な感想を述べなさい
1名を除く13名が「充実してい抱 「ある程度充実してい
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た」と回答していた。自由記述は,a―「楽しく充実した2週
間だつた」略導教員との連絡・相談を密に取リクラス経営,
教科指導にあたることが出来た/また学年のチームとして子
どもの指導について考え実践できたことは大きな成果だと言
える」「実践を通して子どもの反応の予想・支援の在り方を考
えておくことの大切さを実感することが出来た/また研究授
業にあたり同学年の先と・実習生が一九となつて取り組めた
ことは私にとつてチームで働くことを学ぶ機金となつた//更
に,学年によつて発達が大きく異なり接し方も変えなければ
ならないということを痛感した」「児童|こ向き合い前回よりも
教材研究に力を入れた//そのような部分ではとても充実して
いたが他の実習生 (学年団として)とはあまり協力できず模
擬授業なども1回もできなかつたのが残念だつ灼 「基礎実習
の反省はしつかりと活かせた/緊張で不安でいつ麒′ヽだった
授業実践が応用では楽しく出来るようになつた」「メンバー
鯉任・教科の先と,実習り に非常に恵まれた/授業実践
も楽しく出来抱 「一日一日の視点の付け方が自分の中で明確
になつていたので落ち着いて実習を行うことが出来た」「本当
にしんどい2週間だったが― 習で学んだことを,芯用させ
授業実践などを通してたくさんのことを約 ミ出来約 喚
礎実習で出た反省にしつかり取り組むことが出来たし, 日々
の反省を大切にして日々 目標を持つて出来た//籍識 も実習に
参加している全員が基礎実習の時より高く,高め合うことが
出来た」,b レヽ ―ドだったが基礎実習で反省したこと,また
応用実習で出てきた課題を克月脱しようと2週間過ごし拘 ,∝
「基礎実習で得た自分の課題などに対しては真剣に取り組ん
だ結果 ある程度充実していたが指導教員の先とにもつと指
導してほしかつたことや実習に本気で取り組んでいない実習
生がおりやりづらいことが多々あった為」であつた.
4-2 基礎実習と応用実習とはどのように繋がりましたか。
貴方自身において、特に「応用実習に向けて準備したこと」
「― 応用へと何か発展・深化したこと」力tあ相韻 体的
に述べて下さい。
4-3 実習を終えて、基礎実習 日応用実習の在り方および
両者の繋がりについて、良かつた点や今後さらに改善を要す
る点、改善への提案などがみ細浪 体的に述べて下さい。
4-4 今後の大学での「学習C」および教職に向けた「貴
方の細 は何ですか。
Ⅳ :改善課題や要望
いiⅣ恥 , 考察? ^ミる.
「特別支援学校アンケー ト」
I:免許・i剣脚こ関する基本情報
糊 峡む舎顛撲智履惨者17名中,回答者は12名αl%)
であつた。他の免許状は,河ヽ学校を11名,幼稚目を6名,中
学校を3名 (国語2,英語1)が希望していた。また,保育
士資格は5名が国家試験により取得を希望していた (保育士
資格取得コー スは2年次9月の同時期に保育実習が重なつて
いるために糊 ll支援学校実習は履修していない)。
Ⅱ:J碁醸りU雪^ u舅傍瓶比博兄
3年次での基礎実習の予定は, 8名が小学碗 4名が幼稚
園であつた
Ⅲ:特別支援学校実習と大学カリキユラムとの関連
幼稚園・小学校の基礎実習アンケートと同様の項目で, 2
年次前期までの大学での学びが特別支援学校実習にどのよう
に生かされたかを問うた.
3-1 教職に関する科目 (「人間と教育」、教育学、心理学
なD
田活かせた
日ぁる程度活かせた
日ぁまり活かせなかった
口活かせなかった
日無回答
「あまり活かせなかつた」聴朝せなかった」が75%であっ
た.自由記述は,b―「実践的な内ろを扱っていた部分があつ
たのでその点は居かす事ができ灼 「実習に行くための気持ち
の準備が出来た」,∝「あまり実践的に活かせる科目ではなか
つたから」「実際1こ生徒と関わつてみると考え方は個ノ螂こよつ
てばらばらで声掛けひとつを見ても先生の指導なしでは難し
かつ約 ,卜「覚えていない」であつた.
3-2幼稿鴎狭剤岬講 る科目
■活かせた
日ある程度活かせた
口あまり活かせなかった
日活かせなかった
日無回笞
「活かせた」「ある程度活かせた」が50%であった.自由記
述は,「「絵本の読み聞かせで本を選ぶ寺t自由遊びで活
かせ拘,b「小学部の子ども連の発達銅齢に合わせた指導に
活かすことが出来拘 「教室の環境作りも生徒の支援のひとつ
だと知つた (机の配置なD」であつた。
3-3 小学校教育に関する科目
日,舌か七rた
日ぁる程唐活かせた
口あまり活かせなかった
口,舌かせなかっ声こ
■無回答
「ある程度活かせた」が50%であった.自由記述は,b―「/1ヽ
学校教育と特別支援学校での教育の比較や考え方を知る上で
か考になった」,卜「よく分からない」であつた.
3-4 中学校 (高校)教育に関防る科目
■活かせた
日ぁる程度活かせた
口あまり活かせなかった
口活かせなかった
日無回答
「あまり活かせなかつた」「活かせなかつた」が83%であっ
た.自由記述は,b 略導案を書くときの参考にした」,c「言
葉の使い方,考え方について考えることが出来た」,卜「科目
をとつていない」であつた。
3-5 特別支援教育に関する科目
「活かせ拘 「ある程度活かせた」が86%であった.自由記
述は,特別支援教育の3つの学問分野別に尋ねた。
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■活かせた
日ある程度活かせた
口あまり活かせなかった
口活かせなかった
日無回答
○教育学関連 :a―哨導案の書き方など実習において,絶姑
1立要な事柄を授業で取り上げていたので活かすことが出来
た」喉礫風景のビデオや学習指導案の書き方等学習していて
良かつた」「知的障害児等の指導法」「附属のことがよく分か
ったから」恥属のカリキュラム・生活単元学習について指導
案を書くのに活かせた」蝶 の見方ややり方i指導案につい
て」「子ども達の活動内容を知れた」,b「指導案作り」であ
つた。
O心理学関連 :a―「子どもの発達から見て,発達年齢がどれ
ぐらいであるかなどの点で活かす事が出来た」「発達銅齢を診
断するのに活かせた」「ひとりひとりの発達段階を考える時」
「生徒毎で発達段階i輸ヽが見られること」「障害の特山 「知
的障害児の教育診断」,b「自閉症について」,C「内容が保
育っI鋤 事ヽだつたから」であった。
○医学関連 :r「障害児の特性等,知つていて良かつたとこ
ろが大きかつた」「絹障害での生徒の特徴や違いなど」「障害
の特性や関わり方」日岐体不自由児の生理・醐 ,b「一部
の生徒には授業でやつたことが活かせたから//怖気と子ども
に対する対応」であつた。
なお,全体として,c「言葉が聞いたことある位で終わつ
た」も見られた。
3-6 保育士資格に関する科目
3∬   17析
日活かせた
日ぁる程度活かせた
口あまり活かせなかった
口活かせなかった
日無回答
「あまり活かせなかつた」聯斡せなかつた」が67%であっ
た。自由記述は,a―「保育の要素が大きく1日の生活の中で
活かせた」,b「/J帥では手遊びを取り入れていたのでその
点で活かすことが出来た」「教室内や生徒の廻りの興境作りな
どについて」であつた。
3-7 地域学・地域教育学に関する科日(地域教育学入門、
麹明解希値耐慮D
日活かせた
日ぁる程麿活かせた
口あまり活かせなかった
口,舌かせなかった
日無回答
「あまり活かせなかった」「舌かせなかつた」が66%であっ
た。自由記述は,b「教育に関して知らなかつたことが多か
ったので活かせた」「教育する立場としての自分などという考
えの参考になつた」であつた。
3-B 少人数でのゼミナTル(大学入門ゼミ、総台演習、
地域教育ゼミなD
唯静坦「た」「ある程度活かせた」が67%であった。自由記
述は,a「子どもの実態を知れた」「輿際に体験でき拘 「自
分たちでその障害について調べたのがよかつた」「ゼミでの話
し合いで学科の人たちと意見交換しサ かつた」,卜「生徒の
実態を知るときのイメー ジが持てた」「保育ゼミで発達段階に
ついて学んだことが活かせた」であつた
3-9 教育実習の事前指導砲奨習オリエンテーションなLD
日活かせた
日ぁる程度活かせた
口あまり活かせなかった
口活かせなかった
日無回答
「活かせた」「ある程度活かせた」が84%であった。自由記
述は,争「どういう実習にすべきか考えることが出来た」「気
をつけておくことなど」「心構えや生徒への接し方などを学ん
だ」「これがあることで実習に対する不安が少し減った」,b―
「やるべきことや、気持ちが高まつた」「学校のことが知れた」
「実習前の,酷えと担当学部の実態が聞けて少し不安が和ら
いれ ,∝「担当教員や生徒のことなど、もつと詳しく教えて
ほしかった」であつた
3-10 カリキユラム内で行われる
ど
■活かせた
日ある程度活かせた
日あまり活かせなかった
口活かせなかった
■無回替
■活かせた日ある「呈度活かせた
:電景詣ど琵猪甲巧た■無回笞
「活かせた」「ある程度活かせた」が67%であった.自由記
述は,a「ふれあいピック,納涼祭」「実態を見たままではあ
るが,理解でき拘 「ある程度実際に実習をする生徒などに対
するイメージを持つた方が良いと思う」「実際に現腸に行く機
会が無いので様子を知ることが出来て良かった」,卜「学校内
や雰囲気が分かつて実習前の不安が少なかつた」であつた。
3-11 カリキュラム外で行われる子ども会等のボランテ
ィア活動など
■,舌かせた
日ぁる程厘活かせた
口あまり活かせなかった
口活かせなかった
日無回答
「活力湘F★コ「ある程度活かせた」が51%であった.自由記
述は,「「サークル活動」「附属にはよくボランティアで行つ
ているので子ども達に早く馴染むことは出来抱 ,卜「俵しや
すい」「自信や慣れ・補助の仕方など経験に対する部分が重要」,
c「先生としてではないから」「カリキュラム外ではあまり行
かないから」「あまり参加出来ていな力苫つた」「あまり参加し
たことがないし参加した時も子どもとあまり関わることが出
来なかつ抱 であつた。
4-1 特別支援学校実習の率直な感想を述べなさい
「無回答」の1名を除く11名が「充実していた」「ある程
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■充実していた
日ぁる程度充実していた
日ぁまり充実していなかった
口充実していたかった
日無回答
度充実していた」と回答していた。自由記述は,a―「自分の
知らないことを素直に認めて吸収でき久に活かす場があると
いうこと」「毎日学ぶことが多く,とても良い実習だつたと思
う」「自分への課題が多く見つかつたラ々 舞市の大変さや子ども
達と関わる楽しさを知った上でこれからどうしていきたいの
か考えていきたいと思つた」「教育を受ける子どもの気持ちに
なってどのような授業がよいのかを考えることができ抱 「精
→杯考えて授業をしてもやはり不備は出るのでその後の改善
が大切だと感じた」,b「子どもと接する中でどうすればお互
いの気持ちが寄り添えるのかを考えるようになった」彫 ろヽん
な課題が見えたが改善するにはもう少し時間がいる」略導案
を書くことに時間を費やしすぎたり,授業のことで頭がいつ
ぱいになつてしまい,子ども達のことを深く見ることは出来
なかつた」であつた.
4-2 今後の大学での学習や将来に向けた「貴方の細
は 何 で す か 。
Ⅳ :張覇 鍛 岬 理
ともに,考察で述べる。
Ⅳ.要約と考察
上述の「結果の概要」及び考察の項に回した自由記述部分
をもとに,1)「サンドインチ方式・幼稚園」,2)「サンドイッ
チ斌 。/1峙ヽ勢如,3)「騨弔促莞地方式・特努じ鞄酵乳地 の慣
に,まず結果の特徴を要約した上で,各方式の眼目並びに今
後の課題について考察する.
1)「サンドイッチ方式 日幼稚園」
1)―(i)学科カリキユラムは実習に活かされ
ているのか?
ここでは R坤 アンケート」から「大学での学習A
→基礎実習」とヤヽう流れを中心に,学科カリキュラムが基礎
実習t軒勤 さヽれているかを検討する.
「活かせ拘 「ある程度活かせた」の回答が合わせて50%以
上であったのは 「教育実習の事前指導 193%)」「幼稚周教育
に関する科日 (86%)」「少人数でのゼミナール G6%)」「保
育士資格に関する科目 α9%)」「基礎実習の前に出力Wすた介
護等体碗 保育実習,特別支援学校実習など (72%)」「カリ
キュラム外で行われる子ども会等のボランティア活動など
(50%)」であった.50%未満では, 昨拐町5牡議知気に関する
科目 (36%)」であつた.
一方,「あまり活かせなかつた」「活かせなかつた」が合わ
せて50%以上であったのti「地域学・地域教育学に関する科
目 03%)」「教職に関する科目 α9%)」であつた。また,「/Jヽ
学校教育に関する科目」「中学校 (高校)教育に関する科目」
イま「無回答」も多かった 143%,57%)が,「あまり活かせな
かつ拘 聯勁せなかった」が合わせて共に43%であった,
大くくりに言えI式 (1)実習の事前指章 ②幼児教育・保
育に関する科日,(3)実践的な科日,実習やボランティ体験,
(41少人数ゼミの4種は役立ったという学生の評価が高く,一
方で小 。中学校に関する科目は結びうきが弱く,また地減学
関連及び教職関連は特に評価が酌 つヽた.
幼稚園実習に限ら, 「原理的な科日はあまり役立たない」
「教育実習により直楓的に活かすことのできる実践的な科目
が欲しい」という回答傾向が顕著であつた。しかし,アンケ
ートでの「活かせた」聯勁せなかった」等の判断はあくまで
も学生の主観によるものであって, 聯⊆力せた」「酌 せなか
つた」という要因は複合的である (学生側に主因あり,スタ
ッフ側に主囚あり,双方に起因する場合なD.また,開放制
である以上,教育実習に結びつくことを目的としない科目も
当然ある.鳥取大学における教育の理念である「知と実践の
融合」がどのように発信され 実践され 学生諸君に結実し
ているかの,その本質が問われていることは間違いない。
1)―(ii)サン ドイッチ方式の眼 日は達成 され
ているのか?
基礎実習のねらいは, 2週間の実習体験を通じて,それ以
降の「大学での学習B」 及び 印芯用実習」に向けた自らの課
題を把握させることにある。
OL大学での学習BJや「応用実習」に向けた課題の把握 (基
礎実習アンケート,語間4-2)
自由記述から,昧難記萌当「一人一灼 「内面」「心盾」「個
と集団」句輿党陶殉 「意図をもつ」「臨 喝|き出し」「子
ども観也「保制   「発達」など,様々 な「M」を自覚した
ことがみてとれる.
具体的には 「意図を持ちながら保育をする//傍場轄祓を子
どもの実態を把握した上で行う」「個と集団を見ること/意図
を持つて行動・発言すること//幣導案を練って書けるように
なること」「全体を進行しながら一人一人を丁寧に見ていくこ
と/ピアノ//幣導案づくり (より良くかつ早く)」 呼 どもの
遊び盤 展させられるようまずは自分が沢山の遊びを知つて
いくこと/子どもと関わり合う機金を積極的に設け,様々 な
子どもと出会つたりしていく中で自分の中の子ども観を広げ
ていくこと」「遊び・歌・絵本など自分の『引き出し』を増や
すこと//子どもの発達について知識を高めることノ/子どもの
心清を読み取ること」「自分の保育観を広げる//制属期 の
子ども達や保育の実態をしつかりと掴めるようにし,そこに
繋がる保育をしていけるようになりたい/事例険討」「一人一
人を見ることです」「個々の内面まできちんと見ること//一人
の保育者として意識し子ども達と接すること/この2つが特
に私にとつての課題となつた」「先生という感じではなかった
のでクラスの先生を務められる様になる/そのために子ども
達の気持ちを理解してやれるようにいろいろ学びたい/普段
から子どもと接する機会を増やしたい」「会話や遊びなどの引
き出しを増やしておくこと」「もつとボランティアなどをして
普段から子ども達と触れ合う機会を持つこと/自分の考えを
述べるときは頭の中で整理してからきちんと意図を持つて話
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すこと//子ども達の今の実態を把握するために何をすれ,れ｀
いか考えておくこと」印忘用実習では子どもをもつとよく観察
し,実態を担屋するようにしたい/また,基礎実習で意図を
持つて保育する大切さ,環境設定の重要性を知つたのでその
ことも応用実習ではより深めていきたい」「子どもの実態を把
握するために, どのようにすればよいの力測であつた。
O「応用実習に向けて準備したこと」「基礎→応隔へと発展・
深化したこと」∝掘膜習アンケート,設間4-2)
以上のような課題の自党に立って,「応用実習に向けて準備
したこと」畷鍛斗応用へと発展・彰留ヒしたこと」についての
自由記述をみてみよう。
「基礎では手遊びなど活動のバリエーションを自分が持ち
合わせてないと感じたので調べたり探したりし約 「応用実習
では事前に観察実習をして応用に臨めたのである程度子ども
達一人一人の特性が掴めていた義 基礎で捉えた課題につい
て自分自身で日々 考えながら行動できた事が基礎から応用に
繋がつたと思う」「子どもにどんなことを感じて欲しい力、そ
のためにはどんな遊びが考えられる力湖「基礎では出来なかつ
た『組の判 について,眸とつの細』ではなく『一人一人
の集まり』として見ることでmの先と』になれたと思う」「子
ども達と出来そうな遊びなどを調べて準備しました//全体の
前に立って進める回数が増えたので経験を積んで場慣れが出
来たと思うし,視野も広くなつたと思う」「事前に行事にあわ
せた教材準備 ℃絵本を探しておくなど)をした」が記載され
ており,応用実習までに具体的な準備がなされたことがみて
とれる。
O基礎実習一応用実習の在り方や繋がりについて (応用実習
アンケート,設間4-3)
基礎実習一応用実習の在り方や繋がりについて,附属幼稚
園側は基礎と応用とで実習に入るクラスを変えたり,事前に
,芯用実習のクラスを公表して自由に参観できる機会を設けて
下さつた。そうした工夫もあつて,幼朧回実習に関する「基
礎実習一応用実習」の繋がり具合は学生に好評であつた.
具体的に1■「7月に自主的ではあるが観察できる期間が設
けられたこと」噺のクラスとはまた別のクラスに入れて頂け
たことでより多くの子ども達と触れ合えたこと,発達のヨ了ヽ
などを学べた」「基礎で学んだことを反省して応用実習で括か
すことが出来たので5月・9月の2回,少し期間をおいてあ
り,考える時間が出来たのでよかつた」畷輔拶翠景があつたの
で園での生活がほとんど把渥出来ていた為,応用実習では不
安な部分は少なかつた//イ年齢が異なるので子どもへの対応が
難しいところもあつ抱 咽鎖峡智で日器 の書き方を
学んでいたので応用に繁がつた/た£ 担当の先生が変わる
と言つている事 (指導内か も変化することがある/また,
基礎で子ども達の様子がある程度分かつているので応用に活
かしやすかつ拘 「年齢の違うクラスに入れて頂いて,年齢の
特徴・挺塾γЧ軸蛾化ることが出来約 というものであつた。
O今後の「大学での学習CJおよび教職に向けた課題 (応用
実習アンケート,設間4-4)
さらに,応用実習終了後の「大学での学習C」 への課題に
ついて,「全体を見る日」「より実践的な力」酵符含」「軸 晩
設実習・特月I峡参拝較実習」「引き出しを増やす」といった指
摘がみられる。
具体的には,「子どもたち一人一人を見るだけでなく,クラ
ス全体を見る目を養う」「より実践的な力をつける (ボランテ
ィアなどを通し,いろいろな特性を持った子ども達とふれあ
う)」「卒論などを通して自分が保育者になつたときに活かせ
ることをしつかり勉強していきたい」「自分の就職するであろ
う地域の保育についても調べておく」「まだ施設実習や特別支
援学校実習が残つているのでそれに向けた学習・特別支援教
育//保育の期   「遊びの引き出しを増やすこと」であつた.
以上のように,幼朧目実習に関して,「サンドイッチ加
は一定の成果を上げていた。
1)―(ili)学生からの改善要望及びそれへの対
応策口検討課題は何か?
「基礎実習アンケート」「応用実習アンケート」の設問Ⅳの
自由記述について,学生からの改善要望をテーマ男咄期 し
た上■ 考えうる対応策や検討課題を述べる。
Oより実践的な請義や演習
ま或 指導案や日誌の書き方などを含む,より実践的な講
義や演習への要望が高かった.
具体的には,「指導案について指導する講義の新設」「指導
案を書く授業があったらよかつた」 哨導案や日案 ,日誌の
書き方は事前に指導しておいてほしい」「指導計画の書き方t
実際にその授業をやつてみるがあればもつと勉強になると思
いました」「日誌の書き方や日案の書き方など事前に大学で
指導してほしい/租にもたくさんすることがある中全 実習
で初めて書くというのは負担が大きいのではないかと思う」
「保育実習の叱 部分指導案 。日案等の書き方についてもつ
と事前に大学で指導してもらいたかつた/幼稚園では見方を
配るなど,園の書き方の指導があつたが,保育所ではそうい
ったことがなかつたのでどう書けばいいか分からなかつた」
嘩 の書き九 先輩方の話を聞くなど具体的なもの」「大
学ではもつと具体的に実践的なことを学んで実習にいきた
い」傷鎖峡留アンケート),嘩の書き方や指導をもつと
すべき//復習に行つていきなりその場で書くというのはとて
も辛かつた」「指導案を書いて実践する講義」「指導案の書き
方をちゃんと習いたい」脚 実習アンケート)であつた。
次に,附属園を含めて,もつと現場と日常的に連携し,早
い段階から見学や子どもと関わる機金を増やしてほしいとも
望んでいる.
具体的に駐 「実習以外の場面■ 実際に子どもと関われる
時間を作つて頂きたいです//また,教育現湯が見えてくる授
業内容であつてほしいと思います」「授業で子ども達と関わる
機会があればと思います//また, 日案の書き方を実習前に指
導して頂ければと思います」「附属であるにもかかわらi
小・養に比べ授業などで足を向けることが少なく,状況も分
からなかつたので|もつと授業で子ども達や幼稚園と関わる
機金があつてもよいのではないでしょう力刊 師 に附属佼
の先生の話を聞いてオリエンテーション前に緊張を持つて大
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学生活を送りたい」 建鎖狭署アンケート),「実際に見学
したりする機会が増えると良い (保育所や施設を)」 備弼実
習アンケート)であつた.
なお,「応用実習前にも事前オリエンテーションをしてほし
かつた」という要望もあつた。
O学科カリキュラムa配当学年の調整
幼稚園教育に関する科目や保育士資格に関する科目につい
て,実習との関係で学年配当を見直して欲しいとの要望も多
かつた.
具伽均には,「保奇系は2年湖 が21コマなど大変だった
ので回せるものがあれば1年次におろした方がよいと思う」
囲 はバランスよく組んでほしい/1牲でもつと取れ
る授業をおくべき」喉智前の知識を得なければならないとは
思うのだが,特に保育士資格に関するものは2年次とても多
いにもかかわらず3年次に非常に少ない/沢山するのも良い
がそれでは全てが身に付かないのではない力判呻 アン
ケート),「幼教コー スになると,囲 のバランスが悪いの
で出来るだインミランス良くとれるように配慮してほしい」「保
育は他の講義と被っていて興味ある科目が受講できない/2
年前期に 22コマなど科目数が偏っているのを改善してほし
い」応凩実習アンケート)であつた.
"学
との関わり
「地域教育学科ならではの具体的な取り組みのきつかけを
作つて頂きたいです//なかなか地域のキーパーソンという実
感が湧きません」という要望もあつた。
中 の公欠扱い
基礎実習は他科目が開講されている期間中,すなわち3年
次5月に2週間出ることになつている。この取り扱いに関す
る要望もあつた,
具体的には 「教育実習が公欠にならないのはおかしいと思
う/一生懸命2週間という短い期間ではあるが自分の将来の
為に申ゴうとしている学生の姿も認めてほしい」「実習中の講
義で公欠届けに関係なく史時扱ヤЧこなるのはおかしい」とい
つた不満が寄せられた。
O大学の施設・設的の整備
「大学で準備ができるように開放している鬱崖教が少な
い」という要望もあつた。
⇒幼稚園を主免許状とする学生也 併せて保育士資格の取得
しようとしている (基礎実習アンケート,設間 I)。大半は保
育士資格取得コー スに属している。また,特別支陵学校の免
許伏を希望する者も蓼′｀.従つて,「保育実習 (2ど刊婚 →幼
稚園実習 (3年次)[翠謝嫉嫁穿枚実習 (4年次)]」という
流れが幼稚園タイプの基本ルー トであると推定できる.
⇒カリキュラムに関しては 保育士と幼稚園教諭の養成を一
体的にとらえる重要l■/Jミ指摘できる.内容をもつと実践的に
するとともに,学年配当を再調整すべきであろう.
⇒附珈 とのより日常的な連携 (見学や幼児との交流の
機会を設けること [カリキュラムの■環として,またはカリ
キュラム外司 ,附属幼稚園のスタッフによる学科カリキュラ
ムの一部担当やオリエンテーションの回数を増やすこと等)
を図るべきであろう.
⇒地域学部や地域教育学科で行われている保育士や幼稚園教
員の養成である以上 常に地域学や地域教育学との関わりを
意識する必要がある.園全体の運営も学ばせてはどうだろう.
⇒以上の学科内で粒応可能な要望に関する検討を,「幼稚園教
育並びに保育士資格に関する科目を開講しているスタンフ」
を期 として,精力的に進める.
⇒他科目開講中に出かける実習の取り扱い,実習中の放課後
や夜間の実習準備室の確保などは 全学レ～
レ~軸鯖初光子わ
れるべきであろう。
(開放制に立った潮芯策として砒 ①実習に出かけている2
週間分の補講を確実に行う,②9月の棚 実習期間を長くし
て「基礎実習1週間+応用実習3週間」にすることで補講回
数を1回に抑えるかまたは全学で基礎実習1週間分の他滸目
休止期間を設ける,C基礎実習を集中期間実施方式とせずに
例えば3年次前期の毎週月曜日に出力Wする方式として月曜に
他科目は置かなヤゝ 等の案が思いつく.)
2)「サンドイッチ方式 B小学校」
2)―(i)学科カリキュラムは実習に活かされ
ているのか?
聴子力せ約 「ある程度活かせた」の回答が合わせて50%以
上であったのti「教育実習の妻前指導 180%)」「/1勢
に関する科目αO%)」「基礎実習の前に出かけた介護等体験,
保育実習,特別支援学校実習など αO%)」「カリキュラム外
で行われる子ども会等のボランティア活動など 165%)」「少
人数でのゼミナール (55%)」であつた.50%未満では,「特
別支援教育に関する科日 (35%)」であった。
一九 「あまり活かせなかつた」「活かせなかつた」の回答
が合わせて50%以上であったのI乱「地域学・地競教育学に関
する科目 05%)」「教職に関する科目 G5%)」であつた。ま
た, 切離掴教育に関する科目」「中学校 (高校)教育に関す
る科目」「保育士資格に関する科目」は「無回答」も各櫛%,
45%,55%と多かったが,「あまり活かせなかつた」唯効せ
なかった」を合わせて各50%,35%,45%であった.
大くくりに言えイ式 (1)実習の事前指ヽ ②小学校教育に
関する科日,(3)実践的な科目・実習やボランティア仰晩 C41
少人数ゼミの4種は役立ったという学生の評価が高く,一方
で幼稚園・保育士並びに中学校に関する科日は結びつきが弱
く,また地域学関連及び柳職関連は特に評価が低かった。
2)―(ii)サンドイッチ方式の眼目は達成され
ているのか?
Or―・O学習B」や「C― 」に向けた働 把握 建
礎実習アンケート!謡間4-2)
自由記述から,畷 岬効こ・組み立て・展開」「目標」「教
科」「学習内る 「学年」暁達段階」「児童」卜)、一灼 「学
力」「期閉光絶 「靱 詢 唯導案」「51き出し」など,様々 な
閾 を自覚したことがみてとれる.
具体的には,吸業をしつかり構成していく力や子どもへの
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対応をしつかりするために自分の考えをしつかり持つこと/
実践で役立つことを聞く」「どのように授業を組み立てるか,
どのように子どもを主体にしていくかということについての
視点や考え方を増やす」「少しでも多くの引き出しを増やすこ
とです/授業について,執科について子ども達の発達段階に
ついて,できうるだけの努力をすることです//きつと,応用
実習では新しく縄 が出てくるだろうが,それも自分の成長
のためだと乗り越えていきたい」「教科・学年毎における学習
内容,日標の把握だけに関わらず敦材研究をする必要田 ミあ
る/また,子どもの発達段階の理解や個々の子どもに応じた
接し方ができるようにならなければならない」聴 イよ『児童
の実態を把握する』ことです//特イ動 拷妬争|こおいて,児童
のこれまでの学習の経過や培つてきた学力,これから学ぶ内
容の意義について考えを深めることです」「教材研究をしつか
りする//復留生として自覚する」喉諜坤は指導案にとらわ矛L
すぎずに子どもの反応を受け取つて対応していきたい」曙姉オ
陶   「教材研究を十分にすること/友達としてではなく,教
師として自覚のある接し方をする/H七る時は叱るな出 眈弼
実習では,実際に授業を担当する時間が多くなるので児童の
実態をしつかりと把渥した上で,児童に付けさせたい力をど
のようにして指導するかをしつかり研究したい」睦跡概 が
より深くできるようにする」陸羽研究/子ども達の実晴に応
じた課題設定と授業の展開,子ども達と接する態度/積極的
に且つ教師としての立場を忘れずに」吻羽研究をしつかりす
ること,そして児童がどんな反応をするかもつと考えること」
「何につけても勉強不足だつた」「色んなアイデア,引き出し
を創る」「教科の知識・教材の研究・授業の考え方」「教材研
究/将来について考えること,見通しを持つこと」「児童の発
達段階に即した学習課題を知り,授業をする上で必要とされ
る基礎的事柄を身につけること//笠た教材研究の一環として
様々な文章に触れること」願 い知識の習得」「子ども一人
一人をしつかり見る/自分の計画重視でなく,子どもに合わ
せた授業を展開すること」であつた.
O「応用実習に向けて準備したこと」曙踊卜境薔卜と発展・
深化したこと」∝押映習アンケート!設間4-2)
事前にクラス発表を行つたり, 自由な観察磯会を設けた幼
稚園実習に比べると,応用実習に向けて事前に準備したとい
う例は少なかつた。とは言え,基礎実習から応用実習へと発
展・深イヒしたという感想は多かった。
具体的には 「基礎では荻材研究不足を痛感したので応用で
は担当叛科が決まるとすぐに準備に取りかかつた」「教科指導
であれば『つかむ。ひろげる。たかめる』を前半で学び 後
半では『つなげる』といつた子どもの6年間の学びに合わせ
る視′紬 ミ得られた/クラス経営では子どもの姿から各学年の
子どもの育ち,例えば協力して活動するなどの違いを発見で
き,指導に活かせた」「学級経営をどのようにしていけぱよい
のかということを応用ではさらに深く学べたように思う/そ
れは基礎において学級経営を見たこともあり,比較しながら
考えることが出来わ/欲た, 6～8月にかけての教材研究が
とても生きた」「発達第齢による違いを感じられわ /4教材研究
の必要性を指導する中で強く感じた」「前回の実習を振り返り
ながら授業づくりに取り組むことが出来た/児童や授業を観
察する視点が明確になつてき拘 「しつかり効 すること
で落ち着いて授業ができ,子どもの発言や様子もよく見える
ようになつた」略誹凱時間するのはただ単に自分の担任する
授業の箇所だけを学習するのではなく学年ごとに関階を踏ん
で学んでいくことの大切さや教材に姑する知識を習得するた
めに教材移研究する大切さを学ん灼 的 に向けて指導
案の作成は準備した/また一日担任や運動会の練習などを通
して全体を見る目を養つた」「目的のある授業・子どもへの支
援を行うための努力をした/基礎では自分の椰v｀が先行しが
ちだつたが,どうすべきなのかを考えて実践できた」「基礎実
習は初めて経験することばかり■ こなすというような実習
になつた//術朔実習は基礎実習で不完全な部分を補うようし
た」「児童にあつた授業づくり」「基礎実習で子どもをよく観
察していたからこそ,応用実習の早い段階で授業をする事が
出来た//牛博案も応用実習が始まる前にある程度完成させて
おいた」「応用実習に向けては基礎実習で出た反省点,どう改
善するかを具体的に書き出した//欲た,日標を明確にするた
め授業実践 日々 の生活などの項目で目標を立てた/そのた
め毎日の反省会が充実したものになつた」であつた。
O基礎輿習一応用実習の在り方や員がりについて (応用実習
アンケート!設間4-3)
自由記述の中に「サンドイッチ方式』へのプラス評価がみ
られた。一九 基礎実習と応用実習にはさまれた「大学での
学習B」 の改善・充実を求める声や,基礎実習の際に問題が
認められた場合にはその学生に対して応用実習までに何らか
の指導や対応を求める声もあつた。
具体的には 「サンドイッチ方到まいいと思う/応用実習が
運動会練習と被っていて貴重な経験をさせてもらえたと思う
が附小の先生方はかなり大変だつたのではと思う」后誤題意識
を持つて実習に取り組む学生にとつてはサンドイッチ方式は
大変良いと思う」「サンドインチ方式をとることによつて,応
用実習がより充実したものになつた/5月の時点での学級と
9月での学級の違いについても見ることが出来た/1年間を
通した第級笹営,子どもの変化を見る機金があれイ封 い｀なと
思う」「低学年・高学年をそれぞれ担当できたこと」「鍋礎実
習でしつかり子どもを見て学び応用実習へと向かえたのは良
かつた」「いろいろな児童と関わることが出来た」「基礎・応
用実習があることは良いことだと思う/しかし繋がりはまだ
まだ薄いと感じた/もつと学生同士が意見を言い合える時間
や反省を改善していけるような時間があれIれ｀いと思う」「′い
身の負担も少ないし改善する点をあげるとすれば附属の特性
を活かしてもつと実習前に実地経験 (大学での講義の一環と
して授業やこどもを観察する場を設けてはどう力うを増やし,
卒業後の現湯で感じるであろう壁を低くしてもよいのではと
思う」「基礎実習と応用実習の間に実習での課題を次に活かす
ことが出来るように普段とは違う時間をとつてほしい」「基礎
実習を終えてから応用実習が始まるまでの期間 (学習B)に
振り返る時間をもつと設けるべき/『そんな状態でそんな気
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持ちで脚 実習に来て何になるの力刺 という実習生がいたた
め」畷載峡留中の実習生の態度や熱意を考慮して応用実習ヘ
行つても大丈夫かどうか大学側が判断した上で参加するよう
にしてほしい/指導案が5行で終わつていたり指導書を写し
たり全く誠意の感じられない実習生が多く,私達も困つたし,
児童も困惑していた」「教育実習は教師への適正を計る場でも
あると思うが本気で臨ん¬ンヽる人もいる/はつきり言つて単
位の為だけの教育実習は本人の為にもならないし,本気でや
つている人にとつても迷惑/鞠 麟 ・応用とも)面
接などによつて,適正ややる気を確認して頂くことを望みま
す」「基礎実習での学生側の評価をもつとすべき//やる気のな
い人や十分に勉強していない人,協調性のない人などもいる
の¬制 実習での配置を考えないとチームで実習を乗り切れ
ないクラスもあつたように思う」「IH当授業実践の数が増えた
(2→5)だけのような感じがする」であつた.
O今後の「大学での学習CJおよび教職に向けた課題 (応用
実習アンケート,設間4-4)
「大学での学習C」や教職に向けた課題としては 「一人一
人の学びを支える」「具体的在刻如 「専門性を高める」「事級
経営」「教養・知識の引き出しを増やす」などが見られた.
具体的にti「一人下人の学びを支えるだけの視点を増やす
こと//特に発達障害児に姑し, どれだけの手だてを持つて支
援にあたれるの力、学習pltな児童に対しどのように教授す
るのか等,スキルの取得に力を向けたい/教職に向けては採
用試験対策 ←般・教職初動 のひたすら学ぶことだと思う」
「子どもが授業をする上でつまずく点について現状を把渥し
た上■ それに対する具体的な支援ができるようになりたい
/教材理解も必要//復業のことだけではなく,学級経営の方
法など細力ヽ こヽとも知つていきたい」「学年別の指導内容;方
法などを身につけたい///教材研究を深めたい」「児童との向き
合い方は実習を重ねるにつれ教師として私が何をすべきか分
かるようになつてきたように思う/しかし授業の場面で児童
の思考をもつと深める為に各教科についての知識が必要だと
思つた/今は採用試験に向け,今のモチベーションを保つこ
とが大切だと思う」「国語の専問性を高める/B1/1tめ/M1/1
蜘 喉喋をやる立叛 また学ぶ子どもの目線にも立ち各教
科毎の特徴を押さえることや教職に携わる身になるとして必
要とされる知識を身につけたい」聴蟻岳・知識の引き出しを増
やす//常にアンテナを張り,様々 な分野の情報を得る//答を
読む//学習指導要領を理解する/専P日科目を勉強する」蝶
を充実する為の引き出しを増やしたい/実習は一人きりでは
とても大変でクラス乱 学年で,実習生全体で支え合つてい
るが,中には人間関係で悩んでしまつたリストレスを他の人
に人つ当たりし刊司囲の雰囲気を悪くする人もいた///服装や
化粧についても不相応なノuミいて他の実習生の指摘も受入れ
ない人もいた/同じ実習生としてとても情けなかっに於 式ヽ
の先生方にとても迷惑を掛けてしまつたと思う」「現場での実
践感殉 「下股常枷 暁弼実習を終えて,沢山の事を考えさ
せられた/これから私は本当に初師になつて良いのか,なる
べきなのかなど,答えを出すのが課題だと思う」「自己的
「教科の特色について理解を深める為に大学授業だけでなく,
本を読んだり情報を知つておかなけれIれ け｀ない/専門分野
を深めることが必要だと感じわ /勧職に向けてはもつと様々
な先生や授業を見て実践にふ他 実践から感じたり学んだり
したことを深めていかなければと思つた」であつた.
2)―(ili)学生からの改善要望及びそれへの対
応策 日検討課題1封可か?
Oより実踏的は詰義や演習
幼稚園実習と同牒に,指導案の書き方・頴材研究などを含
むより実践的な科日,附属小学校との日常的な連携への要望
が高かつた.
具体的には 「もつと実践的なことを取り入れ嗣 を増や
して欲しい/実際に教育に関わつている人の話を聞く機金が
もつとあるといい」叫禁藷暫停りや各教科の学習,帷 を
増やして欲しい」「少人数のグループなどで教材研究に取り組
める授業が欲しい」「内容では大学での学習イ動日え各学校に出
力Чすて見学する,あるいはビデオを見るなど子ども達の姿を
思い平勲 ▼ミてできるようにしたい」「理論を学ぶことは実践す
ることにおいて重要ではあるが,教育者になり溜v 者｀とすれ
は もつと小学校の実際に合わせた学びを大学で是供して欲
しい/実習学年は3年で充分だが,講義の内容をもう少し改
善してほしい/附属教 があるにも関わらず大学の授業で附
属都 悧する機会が少ないと思う/より実践的な教育を行う
のであれば附小を中心とした研究・授業を構築する必要があ
るのではないか/少なくとも私は今教育現場に求められてい
るのは実践力のある人だと考えるので大学に対し切望する
(もつと具体的に言え咽附小で使つている教科書を用いて教
科書の背後にある教育的意図,意義について読み解いていく
科目がいる//そうすることによつて,クリアで高い実習がで
きると考える)」 嚇 ばかりではなく,実践的なことを取り
入れた授業があれば実習に活かしやコィヽと思う」「指導案の書
き方の詳しい説明があまりなし刊「教員採用試験に向けた講義
を開設してほしい」(基礎実習アンケート),「/1喘鞄鵡難彩師午
状取得に必修の各教科教育科目の内容の改善 (教科による)
例えば指導案の書き九 その教科でOOが大切とされる理由」
鴨導案の意義,目的,書き方について」「研究授業後の研究
会の練習や進め方など (会議力をつける)」「学校の教員目指
して入学してくる学生力罷力 とヽ思わ才tるのこ 期 な科目
を増やしてほしい」「教科教育では実際の教材を扱って授業を
観察するなど (算数報 指導論は大変良い科目の一つだと思
う)普段から附属佼との連携を踏まえて科目を設置してほし
い/また発達障害児や気になる子が実際にはどのように学校
生活を送つているのかを具体的に知ることができれば尚良
い」嘲珊時教育の歴史を知ることも必要だとは思うが,机止
だけの勉強ではいけないと思う/実際に教材研究をしてみた
り,授業をすることで多くの人とアイデアを共有していきた
い/また学級経営に関する科目も新設してほしい/学級が落
ち着いていないと授業も成立しないと思う」「内容的にも授業
実践的なことを扱つて欲しい」「/J学ヽ校で教える1つ1つの科
目についてもつと実践的に勉強することができる機会があつ
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たら良かった」〔応用実習アンケート)であつた。
O学科カリキュラムa配当学年の調整
実践的な科目を1～2年次に配当したり,教科教育法の科
目を3年前期に揃えることへの要望がみられた。
具体的には 「1年生の頃からもう少し教科教育を入れるべ
き 従弾0時間なんてありえない)」「中途半端な授業では子ど
も達に申し訳ない/カリキュラムが重なつて教科の授業に出
られないといつたこともあるのく 授業数が多少増えても授
業をしてもらい酒y｀/特に1年前期の働職剣木,潔くした方
がいいと思う」略導法関連の科目は3年前期にないと9月の
実習に居かすことができない」「1・2年に実践的, 3年に実
腕的でない科目を」「8年は5限の必修が多くて困ります」「全
教科の指導案の書き方など2年生くらいで学びたい」建襲実
習アンケート),「～指導論は3年前期までにあつた方が良い」
咲留前に指導論を行つておきたかつ■/授業の設計や分析
も受講しやすくしてもらいたい」「教科教育の講義を8年に集
中させてほしい」盛凩実習アンケート)であつた。
O地域学との関わり
「剛銃婿絲銅潤『地域学入門』のつまらなさ,充実感の無
さは異常/すぐにでも止めて欲しい」という声もあつた。
Oやる気のな騨実習生
^の
対応
やる気のない学生への対応について,「やる気のない人は実
習に行くべきでない/実習先の先とは本当に良くして下さる
のに申し訳ない/実習前に担任と面談をするなどして,対策
をしていただきたい」「やる気のない学生は実習に行かせない
で下さい」「実習はチームでの協力が多い/それなのに協力で
きない人も多///なぜ大学は教職に明ら力ヽ こ向かない人に単位
を与えるの力判「免許更新制度も始まることだし,本当に教職
に就きたいと思つている人だけが実習に行けるように面談な
どを実施した方が良いと思う」「―クラスに実習生が3人配属
され チームとして行動を共にすることが多いの乱 本気で
教師を目指していない人, 日々 の講義の姿勢などで明ら力ヽ こ
実習へのふさわしい態度が見られない場合は実習へ行くかど
うか大学側に検討していただきたい/面談も行うなどして欲
しヤ湖 建摯瑛習アンケート),「一番気になつたのは本気で教
師を目指す実習生とそうでない実習生の温度差/一メ、下人き
ちんと目的意識を持つて一生懸命取り組めるよう面接を行う
か,本当に教師を目指すのかなどを考慮し,学年団編成をし
てほしい」「実習へ行く前に中途半端な気時ちで行かないよう
に指導すること」備媚実習アンケート)という声があつた.
O実習に関して
実習に関して,「D_当学年をもう少し早い段階で知らせてほ
しい」噺半・後半で同じ学年・クラスの方が実態をある程度
掴めた上で応用に臨める//後半新しいクラスでいきなり授業
は難リン｀」「出身校に実習へ行きたかつ拘 優鎖峡智アンケ
ート),晒己当学年については現行の通り3年次で行くのがべ
ストだと思う」「alこ予定されている副免炭習中の模業を欠席
扱いにしないでほしい/大学側が実習生に対して非協力的に
感じる」術媚実習アンケート)という声もあつた.
O大学の施設・融的の整備
大学の施設・設備に関して,「9月実習中,大学の図書館が
毎日閉まつていてとても困つたノ//教材研究をするのに図書館
は必要不可欠です//休み期間中に図書館を和月出来るようお
願いしたい/また附属小学校から帰るのが6時を過ぎる人が
多いので閉田時間も考えてほしい」「9月に大学図書館を17
時で開館しないでほしい/土日もあけてほしい」嘆習中に18
時以降の大学教室の十分な確保 (授業準備をする場所・時間
が全然なかつたため」「実習中,自由に使える評屋がほしい」
応凩実習アンケート)という声もあつた。
⇒小学校を主免許状とする学生喧 螂 ・中学校というよ
リイ評朝l麟 を副免許状として希望する者が多い (基礎
実習アンケート,設問I).従つて, 昨拐町支援学校実習 (2
朝 →小学校実習 (割¬勾 [→幼稚園ないし中学校実習 偏1
免評橙勾幻]」 の流れが加 レー トであると推定できる.
⇒カリキュラムに関してL学級担任制で全教科・領域を担
当する小学校教員の任務を踏まえて,各科目を関連づけ,内
容をより実践的にし,学勺配当を再調整すべきであろう.児
童教育論やノ!難学級経営論などの科目も必要である
⇒儡 ■ゝ較 とのより日常的な連携 (授業参観の日常イヒ 附
属小学校スタッフによる学科カリキュラムの一部担当やオリ
エンテーションの回数を増やすこと等)を図るべきであろう。
⇒地域学部や地域教育学科で行われている小学校教員の養成
である以上 常に       学との力謗 わヽりを意識す
る必要があろう.授業実践にとどめず学校全体の超音や地域
連携なども体験させたい。聡篇効」は地域教育ゼミ・総合演
習などの演習科日で身につけることを意図すべきであろう.
⇒以上の内,特に教科教育法に関する科目の内容充実や学年
配当に関しては学習科学講座スタンフを中心に進める.
⇒教育学・心理学などの教職科目に関して喧 発達伴著講座
の担当スタッフで検討を進める.なお,教員採用試験に向け
た講座の開設は2008年度後期より附属生涯教育総合センター
の特任スタンフによつてすでに開始されている。また,他学
科・他詳都と混在して受講させてきた教育学科日に関して,
20∞碑 の地域叛育学利隆ユからI「静辞生専用の姉 学科
目を1年次前期に開講する予定である。さらには,学校経営・
辮 営の科目開設も検討されてよい.
⇒やる気のない学生への対応の牡組み 他科目開講中に出か
ける実習 (基礎実習&秋の副挽実習)の取り柳ィ｀, 9月実習
中の図書館利用の保障などは,全学レ■レ (全学の教育実習
委員会なDで検討が行われるべきであろう.
3)「2年次実施方式・特別支援学校」
3)―(i)学科カリキユラムは実習に活かされ
ているのか?
「活かせ抱 「ある程度活かせた」が合わせて50%以上であ
ったのは,「特別支援教育に関する科目 G6%)」「教冶実習の
事前指導 184%)」「カリキュラム内で行われる学校見学や交
流体験など (67%)」「少人数でのゼミナール 07%)」「小学
―-16-
校教育に関する科日 (51%)」「カリキュラム外で行われる子
ども会等のボランティア活動など (51%)」「幼稚園教育に関
する科目 150%)」であつた。
「あまり活かせなかつた」「活かせなかつ拘 が岡%以上で
あったのは 「中学校 (高校)教育に関する科目 G3%)」「教
職に関する科目 α5%)」「保育士資路に関する科目 07%)」
「地域学・地域教育学に関する科目 166%)」であつた。
大くくりに言えは (1)雫謁I醐育に関する科日,(2)実
習の事前博ミ (31カリキュラム内外での見学や体験・活動な
ど,(つ少人数ゼミ,(0小学校・幼稚園に関する科日は評価
が高かつた。なお,知的障害特別支援学校の場合に発達的に
は重なりの多い幼児劇について,幼稚園教育とは異なり保育
士資格に関する科目の評価が低かつたことは,該当科目を履
修していない者が多かったと推測される.
3)―(ii)2年次実施方式の眼日は達成されて
いるのか?
「特月I皮援学校アンケート」の「設問4-2」では,課題
への気付き,不十分点を修正する力の育成,実習以降の大学
での学習への意欲や目的意識の向上などがうかがえる.
具体的には,軽 の作り方」「個別支援の在り方」「正しい
知識の珈   「医学的な面からまた,支援の方法もたくさん学
ぶ必要がある」「今回の実習で自分にまだまだ知識がないと思
つたのでもつと障害について学ぶこと」「日常での積極↑生と大
学で知識を深めること」「自分から行動すること。子どもの姿
に合わせた支援の方法を考えること/障害についての知識を
増やすこと」「知識不足と準備に対する意識の甘さ,現場の意
識を持つて付か出来ることを探す」「先生になるにあたつて知
識が少なすぎると感じた//何か聞かれたときにすぐに答えら
れないと生徒達から頼られる先生にはなれない/教科だけで
なく,パツコンや基本的な知識,テレビなどの話題にも目を
向けていこうと思つた」「慣れるまで物尊が上手く進まないの
で初めての作業や不慣れなことでも出来るようになれ 「自信
を持ちすぎない」「央敗を恐れない」「今後具体的に何を勉強
したいの力湖であつた,
2年生で実施することの効果については 「基礎実習アンケ
ート」1/1洋顛)の設問3-10「基礎実習の前に出かけた介護
等仰魂 保育実習,糊I肢参学校実習など」饂 すること
ができる (すでに述べたように,小学校実習に出かけた者の
多くは2希久イこ特別】北酵刃完寿習に出力引すていた)
まずは 聴勁せ約 「ある的 せた」が70%にも達して
いた 次に自由記述のa及びbを再録すると,a―「気持ちの
持ち桃 子どもを見ること,支援を考えることなどに役立っ
た」「クラスとしてまた個人として子どもをとらえる大切さが
分かつた//術導案の書き方も熱心に指導していただい拘 嘆
習の雰囲気を掴む,生活習慣の見直しなど」「指導案の書き九
実習の心得,子どもを見る視角 略導案の作成や日誌など,
一度経験していたのでスムーズに出来た」「社会人としての態
度」「特月I瞬実習で指導案に触れていたので小学校でも指導
案を書き易かつ拘 昨謝雌 の方お厳しかっん/基礎実習は
楽だった」,辟「子どもとの関わり方など違う対応もあるが経
験していることが自信になつた」「笑習|こ向かう姿勢な出 略
導案の書き方な劇「どのようイ」碓 と閣離を縮めていけばよ
いかという点で経験が活かせた」というものであり,教育の
原点としての特別支援教育の意義がうかがえる.
3)―(?)学生からの改善要望及びそれへの対
応策 口検討課題1剖可か?
「特別支援学校アンケート」の「設問Ⅳ」への自由記述に
おける改善要望は以下のようであった
具伽靭こ1ま,「もう少し授業に関する科目を増やしてほしい
/学校見学を増やして欲しい」「2年での実習前に生徒と知り
合うカリキュラムがあってもいいと思つ拘 聴 ,ま授業をする
とき授業のイメー ジがわかず困り,先輩方の研究授業を見に
行かなかつたことをすごく後悔したので研究授業など授業を
見たり実際にしたりする授業があってもよいと思う」「オリエ
ンテーション乱 もつと詳しく実留について教えてほしい」
とうものであった。
特別支援教育に特定されない記述としては 列亡しい時期と
そうでない時の差が激しい/2年前期は保育コー スが忙しく,
3年では小学校を取る人がにしい感じなので何年でもまんべ
んなく授業が取れるようにしてほしい」「どうして3年次の実
習が5月と9月に分かれているのか意味が分からない」「どう
して実習する場所は附属でないとダメなの力判であった。
⇒「糊 IJ支援学校実習 (2年次)→小学校実習 (評¬剣」が
ルー ト①である。2年次らしい「形成実習」の共同した開発
が求められている。学生の卒業まで実習後も関わる継続ボラ
ンティアも工夫の一つである.下方で「保育実習 (卵鴨勾
→ち炒酌鱒司鋼    (評¬勾 瑚 Iら穆等鞍撲習  (4偏勾」がル
ート②であり, こちらは「完成実習」の色合いが強い。
⇒特月I嚇 に関するカリキュラムについてti実習に活
かされたという高い評価を学生から得ていた。
⇒附属特別支援学校との連携は,初回2CD6年度2年次安習の
「準備不足の反省」を踏まえて,実習前の2年次前期の講義
において①附属校の実践をまとめた本をテキストにする,②
附属校スタンフを糊 I!講師として依頼する,①指導案を含め
て附属校の実践づくりの過程をビデオで見る,④交流や見学
の磯会を置く等の工夫を積み上げてきている。
⇒        学科で行われている特別騨
の養成である以上 常に地域学や地域教育学とのかかわりを
意識する必要があろう.学校全体の運営や地域連携も体験さ
せたい.また,演習科目の地域教育ゼミI(2年次前期)一
実習―ゼミⅡ (同後期)の在り方は今後さらに検討したい
⇒特男I伎援教育関連のスタッフで相談した課 Ⅲ2009年度に
おいては,障害特性を扱っている「知的障害児等の心理」を
実習前の2年次前期に早めるとともに,自閉症の特性と支援
の在り方に関して実践的な講義をしていただくために一部担
当の蕩湯講獅穣弥おを招く予定である。
0滞粉 調査の集計作業及び作図は,学科事務員の田中真奈
実さんにお世話になった。記して鵡 i申し上げる.
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し
て
い
る
免
許
・
資
格
に
全
て
O
を付
け
な
さ
い
。
・ 幼
雅
園
教
諭
 ・
小
学
校
教
諭
 。
中
学
校
教
諭
(
教科
 
 
 
 
 
)
・
高
校
教
諭
(
教科
 
 
 
 
 
)
。 特
別
支
援
学
校
[
差 護
学
校
]
教諭
 ・
保
育
士
(
コ
ー
ス
に
属
し
て
,
国家
試
験
の
受
験
)
 ・
な
し
五
i
応 用
実
習
^
の参
加
状
況
問
2
 こ
の
9
月
に
貴
方
が
参
加
し
た
「
応
用
実
習
」
に
O
を
付
け
な
さ
い
。
・
幼
稚
園
実
習
 
 ・
小
学
校
実
習
 
 。
中
学
校
実
習
(
教科
 
 
 
 
 
)
・
参
加
し
て
い
な
い
 ⇒
 こ
の
項
を
漂
ん
だ
人
は
、
間
5
にと
ん
で
く
だ
さ
い
^
3
-
7
 地 域
学・
地
域
教
育
学
に
関
す
る
科
目
⇒
(
3
年前
翔
の
受
眸
科
目
名
:
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)
(
a
l
活か
せ
た
 
l
b
)
ある
程
度
活
か
せ
た
 
(
0
あま
り
活
か
せ
な
か
つ
た
 
(
d
l
活
か
せ
な
か
つ
た
(
具体
的
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)
3
-
8
 地 域
教
育
ゼ
ミ
⇒
(
3
年前
翔
の
受
講
科
目
名
:
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)
(
a
l
活か
せ
た
 
l
b
)
ある
程
度
活
か
せ
た
 
(
c
)
あ
ま
り
活
か
せ
な
か
つ
た
 
(
d
l
活
か
せ
な
か
つ
た
(
具体
的
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)
3
-
9
 教育
実
習
の
事
前
指
導
(
「
教
育
実
践
の
基
礎
」
や
実
習
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
)
K
a
l
活か
せ
た
 
l
b
)
ある
程
度
活
か
せ
た
(
0
あま
り
活
か
せ
な
か
つ
た
(
d
l
活か
せ
な
か
つ
た
(
具体
的
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)
間
4
 応
用
実
習
の
目
的
は
、
基
礎
実
習
で
掴
ん
だ
自
ら
の
実
践
課
題
を
解
決
し
た
り
、
基
礎
～
応
用
実
習
の
間
に
進
め
た
学
習
の
成
果
を
確
か
め
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
4
-
1
 応用
実
習
の
率
直
な
感
想
を
述
べ
な
さ
い
。
(
a
)
充 実
し
て
い
た
 
 
l
b
)
あ
る
程
度
充
実
し
て
い
た
 
(
c
l
あま
り
充
実
し
て
い
な
か
つ
た
(
d
l
充実
し
て
い
な
か
つ
た
(
自
由
記
述
)
? ? ? ? ? ?
Ⅱ
:
応 用
英
苫
と
大
手
カ
ウ
キ
ュ
ラ
ム
と
の
関
連
地
域
教
育
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
「
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
方
式
」、
す
な
わ
ち
「
大
学
で
の
学
習
A
― 基
礎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
-
2
 
基
礎
実
習
と
応
用
実
習
と
は
ど
の
よ
う
に
繋
が
り
ま
し
た
力 光
貴
方
自
身
に
お
い
て
、
特
に
「
応
実
習
(
3
年5
月
)
一大
学
で
の
学
習
B
一 応
用
実
習
(
3
年9
月
)
一大
学
で
の
学
習
C
」
と
い
う
仕
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
用
実
習
に
向
け
て
準
備
し
た
こ
と
」「
基
礎
⇒
応
用
へ
と
何
か
発
展
・
深
化
し
た
こ
と
」
が
あ
れ
ば
具
体
的
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に
述
べ
て
下
さ
い
。
問
3
 「
大
学
で
の
学
習
B
=
3
年 生 前
期
に
受
講
し
た
科
日
で
の
学
習
」
は
応
用
実
習
に
ど
の
程
度
活
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
自
由
記
述
)
か
さ
れ
ま
し
た
か
。
区
分
ご
と
に
該
当
す
る
選
択
肢
を
選
び
、
活
か
せ
た
科
目
や
ど
の
よ
う
に
活
か
せ
た
か
等
を
具
体
的
に
記
入
し
な
さ
い
。受
話
し
て
い
な
い
科
目
は
記
入
し
な
い
で
結
格
で
す
。
3
-
1
 教職
に
関
す
る
科
目
⇒
(
3
年前
期
の
受
醸
科
目
名
:
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)
(
a
)
活か
せ
た
 
l
b
)
ある
程
度
活
か
せ
た
(
c
)
あま
り
活
か
せ
な
か
つ
た
(
d
l
活か
せ
な
か
つ
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
-
3
 
実
習
を
終
え
て
、
基
礎
実
習
・
応
用
実
習
の
在
り
方
お
よ
び
両
者
の
繋
が
り
に
つ
い
て
、
良
か
(
具体
的
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
っ
た
点
や
今
後
さ
ら
に
改
善
を
要
す
る
点
、
改
善
へ
の
提
案
な
ど
が
あ
れ
ば
具
体
的
に
述
べ
て
下
さ
い
。
(
自
由
記
述
)
3
-
2
 幼稚
国
教
育
に
関
す
る
科
目
⇒
(
3
年前
期
の
受
講
科
目
名
:
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)
(
a
)
活か
せ
た
 
l
b
)
ある
程
度
活
か
せ
た
 
(
D
あま
り
活
か
せ
な
か
つ
た
 
(
d
l
活
か
せ
な
か
つ
た
(
具体
的
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)
4
-
4
 今 後
の
大
学
で
の
「
学
習
C
」
お
よ
び
教
職
に
向
け
た
「
貴
方
の
腺
題
」
は
何
で
す
か
。
3
-
3
 小学
校
教
育
に
関
す
る
朴
日
⇒
(
3
年前
翔
の
受
講
科
目
名
:
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
自
由
記
述
)
(
a
l
活か
せ
た
(
b
)
ある
程
度
活
か
せ
た
 
K
c
l
あ
ま
り
活
か
せ
な
か
つ
た
(
d
l
活か
せ
な
か
つ
た
(
具体
的
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)
3
-
4
 中学
校
(
高校
)
教育
に
関
す
る
科
目
⇒
(
3
年前
期
の
受
確
丼
目
名
:
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)
(
a
l
活か
せ
た
 
l
b
)
ある
程
度
活
か
せ
た
 
(
c
)
あ
ま
り
活
か
せ
な
か
つ
た
 
(
d
l
活
か
せ
な
か
つ
た
(
具体
的
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問
5
 大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
(
教 育
実
習
な
ど
を
含
む
)
に 関
し
て
、
改
善
提
案
や
要
望
が
あ
れ
ば
述
べ
な
さ
い
(
配当
学
年
の
見
直
し
、
内
容
の
充
実
、
新
設
し
て
欲
し
い
科
目
な
ど
)
。
3
-
5
 特別
支
援
教
育
に
関
す
る
科
目
⇒
(
3
年前
期
の
受
講
科
目
名
:
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
自
由
記
述
)
(
a
l
活か
せ
た
 
l
b
)
ある
程
度
活
か
せ
た
 
l
c
j
あ
ま
り
活
か
せ
な
か
つ
た
(
d
)
活か
せ
な
か
つ
た
(
具体
的
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)
3
-
6
 保 吉
士
資
格
に
関
す
る
科
目
⇒
(
3
年前
期
の
受
講
科
目
名
:
(
a
l
活か
せ
た
 
l
b
)
ある
程
度
活
か
せ
た
(
c
)
あま
り
活
か
せ
な
か
つ
た
(
d
l
活か
せ
な
か
つ
た
(
具体
的
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)
【ご
協
力
、
有
雄
う
ご
ざ
い
支
1
ン
た
-
1
*
4
階
4
1
1
穂E
r
滓穂
Ⅲ
節
の
同
"
躙
「
亀
4
F
号片
1
に枠
画
し
て
下
さ
い
 
=
 傘帝
七
囲
 「
■
 ■
月
4
日
 
 
(
ムの
J
^
― ― ﹈ ? ― ―
地
域
教
育
学
科
2
年 生
の
特
別
支
援
学
校
実
習
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
2
0
0
8
年
9
月
 
地
域
教
育
学
科
長
・
渡
部
°
鵬
で
は
9
川こ
勤
さ
れ
酢
別
難
報
実
習
に
関
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
徳
学
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
や
附
属
校
園
と
の
連
坊
づ
く
り
に
活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
I
:
免 許
・
資
格
に
四
す
る
基
本
情
報
間
1
.
貴方
が
現
時
点
で
取
得
を
予
定
し
て
い
る
免
許
・
資
格
に
全
て
O
を付
け
な
さ
い
。
・
幼
稚
園
教
諭
 。
小
学
校
教
諭
 ・
中
学
校
教
諭
(
教科
 
 
 
 
 
)
・
高
校
教
諭
(
教科
 
 
 
 
 
)
・
特
別
支
援
学
校
[
養護
学
校
〕教
諭
 ・
保
育
士
(
コ
ー
ス
に
属
し
て
,
国家
試
験
の
受
験
)
 ・
な
し
狂
:
基 礎
案
習
へ
の
今
加
株
況
問
2
.
 
3
年
次
5
月
に
貴
方
が
予
定
し
て
い
る
「
基
礎
実
習
」
(
2
週間
)
にO
を付
け
な
さ
い
。
・
幼
稚
園
実
習
 
 ・
小
学
校
実
習
 
 ・
中
学
校
実
習
(
教科
 
 
 
 
 
)
皿
:
特 別
支
援
学
校
案
習
と
大
学
カ
リ
キ
ユ
7
ム■
,
関連
問
3
.
地 域
教
育
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
「
サ
ン
ドイ
ン
テ
方
式
」、
す
な
わ
ち
「
大
学
で
の
学
習
A
一
特
別
支
援
学
校
実
習
(
2
年9
月
)
一大
学
で
の
学
習
B
」
と
い
う仕
組
み
に
な
つ
て
い
ま
す
。
特
別
支
援
学
校
実
習
を
終
え
た
時
点
に
お
い
て
、
事
前
の
「
大
学
で
の
学
習
A
」
は
教
育
実
習
に
ど
の
程
度
活
か
さ
れ
ま
し
た
か
。
区
分
ご
と
に
骸
当
す
る
選
択
肢
を
選
び
、
活
か
せ
た
科
目
や
ど
の
よ
う
に
活
か
せ
た
か
等
を
具
体
的
に
記
入
し
な
さ
い
。
3
-
1
 
教
職
に
関
す
る
科
日
(
「
人
間
と
教
育
」、
教
育
学
、
心
理
学
な
ど
)
(
a
l
活か
せ
た
 
l
b
)
あ
る
程
度
活
か
せ
た
 
K
C
l
あま
り
活
か
せ
な
か
つ
た
 
(
d
l
活
か
せ
な
か
つ
た
)
(
具体
的
に
濱肩
転ビ
た
°あ
搾
齢
かせ
た
⑥あ
まり
活か
せ な
かつ
た
l
d
l
H
かせ な
かつ
た
)
鑑
苫た
0
あ
る 程
度活
かせ
た
③あ
まり
活か
せ な
かつ
た
①活
かせ
なか
つ た
)
3
-
9
 教育
実
習
の
事
前
指
導
(
実習
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン
な
ど
)
(
貿涙
欝
彦
た
 
K
b
l
ある
程
度
活
か
せ
た
 
l
C
l
あま
り
活
か
せ
な
か
つ
た
 
(
d
)
活
か
せ
な
か
つ
た
 
)
3
-
1
0
 
カ
リ
キ
ユ
ラ
ム
内
で
行
わ
れ
る
学
校
見
学
や
交
流
体
験
な
ど
郎
甘た
③あ
る程 偏
活か
せた
③あ
まり活
かせ
なか
つ た
①活
かせ
なか
つ た
)
3
-
1
1
 
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
外
で
行
わ
れ
る
子
ど
も
会
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
(
貿燥
欝
彦
た
 
l
b
l
ある
程
度
活
か
せ
た
 
l
C
l
あ
ま
り
活
か
せ
な
か
つ
た
 く
0
活か
せ
な
か
つ
た
 
)
問
4
.
教 育
実
習
の
目
的
は
、
実
習
前
の
大
学
で
の
学
習
事
項
を
実
際
に
試
し
、
教
員
に
な
る
に
向
け
て
の
自
ら
の
課
題
や
大
学
で
の
今
後
の
学
習
保
題
な
ど
を
l
H
むこ
と
に
あ
り
ま
す
。
4
-
1
 特別
支
援
学
校
実
習
の
事
直
な
感
想
を
述
べ
な
さ
い
。
(
a
l
充実
し
て
い
た
 
 
l
b
〉あ
る
程
度
充
実
し
て
い
た
 
(
c
l
あま
り
充
実
し
て
い
な
か
つ
た
(
d
l
充実
し
て
い
な
か
つ
た
(
自
由
記
述
)
4
-
2
 今後
の
大
学
で
の
学
習
や
将
来
に
向
け
た
「
貴
方
の
課
題
」
は
何
で
す
か
。
(
自
由
記
述
)
?
争 球
誓
課
H
や要
望
間
5
。
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
教
育
実
習
に
関
し
て
、
改
善
提
案
や
要
望
が
あ
れ
ば
述
べ
な
さ
い
(
配
当
学
年
の
見
直
し
、
内
容
の
充
実
、
科
日
間
の
つ
な
が
り
、
新
設
し
て
欲
し
い
科
目
な
ど
)
。
(
自
由
記
述
)
け
1
に投
函
し
て
下
さ
い
=
納切
「
9
月
3
0
日 (
火)
」
。
3
-
2
 幼稚
固
教
育
に
関
す
る
科
目
(
a
l
活か
せ
た
 
l
b
)
ある
程
度
活
か
せ
た
 
l
C
l
あ
ま
り
活
か
せ
な
か
つ
た
(
具体
的
に
3
-
3
 小 学
校
教
育
に
関
す
る
科
目
⑥
活
か
せ
た
 ①
あ
る
程
度
活
か
せ
た
 
(
C
l
あ
ま
り
活
か
せ
な
か
つ
た
(
具体
的
に
3
-
4
 中学
校
(
高
校
)
教育
に
関
す
る
科
目
(
a
l
活か
せ
た
 
l
b
)
ある
程
度
活
か
せ
た
 
l
C
l
あ
ま
り
活
か
せ
な
か
つ
た
(
具体
的
に
(
0
活か
せ
な
か
つ
た
)
(
d
l
活か
せ
な
か
つ
た
)
(
d
l
活か
せ
な
か
つ
た
)
3
-
5
 特別
支
援
教
育
に
関
す
る
科
目
(
a
l
活か
せ
た
 
l
b
)
ある
程
度
活
か
せ
た
 
K
C
l
あ
ま
り
(
渡部
関
係
(
寺川
関
係
(
小枝
関
係
活
か
せ
な
か
つ
た
(
d
l
活か
せ
な
か
つ
た
) ) )
3
-
6
 保育
士
責
格
に
関
す
る
科
目
①
活
か
せ
た
 
l
b
)
ある
程
度
活
か
せ
た
(
0
あま
り
活
か
せ
な
か
つ
た
(
d
l
活か
せ
な
か
つ
た
(
具体
的
に
○
調
査
の
対
象
な
ど
日時 :2008年月7日 (木)14～15時
場所 :地域学部436部屋
出席 :附属幼稚園1名、小学校2名、特別支援学校 1名、
地域学部教員 9名 (校長 2名を含む)、 生涯教育総
合センター2名、地域学部教務係職員3名、全学教
育支援課職員 1名、学科事務員 1名
テーマ :教育実習 (基礎実習)にかかわる連携づくり
素材 :3年生実習アンケー トの結果
概要 :1.学科長から懇談会の趣旨とアンケー トの概要
2.附属校園からの発言
3.意見交換
改善課題として見えてきた事項 :(渡部によるメモ)
1)「流れ」づくり
・ 「サンドイッチ方式」(大学での学習A一基礎実習一
大学での学習B一応用実習一大学での学習C)と言い
ながら、学部のカリキュラムの流れが創れていない。
従って、教育実習も上手く流れに組み込まれておらず、
附属校園にも伝わつていない。
・ 特別支援学校の場合は、「大学での学習 (前半)一教
育実習一大学での学び (後半)」 となる。
・ 学科内でのカリキュラムづくりの責任の所在が不明
確。
⇒解決策 (私案)
・ 幼稚園教諭免許状に関しては、「保育幼児教育分野」
+「幼稚園教育科目」のスタンフが中心になつて、保
育士養成と関連づけながら構想を練る。
・ 小学校教諭免許状に関しては、「学習科学講座」が責
任をもつて、特に教科教育関連のカリキュラムの配列
や採らせ方の構想を練る。
・ 3年生前期の科日において、もつと附属校園と連携し
た講義の工夫を行 う。例えば、附属校園の先生をもつ
と特別講師で招く。基礎実習に出かけて参観する。附
属校園の実践 (本やビデオ)を大学でも教材にする。
。 (特別支援学校教諭免許状に関しては特別支援教育
分野のスタッフが責任)
・ 幼稚園では「失敗しても良い」という構えで基礎実習
生を後押ししている。基礎が終わった段階で、応用の
配属クラス (年齢)を予告し、幼稚園に事前体験に来
れるようにも工夫している。
・ 教育実習を教員養成の総仕上げ三完成形態 (完成実
習)と捉えず、上記の流れの中の一環に位置づけて、
形成を促す実習の役割や内容を見直していく(例えば、
料1地域教育学科と附属検国との懇談会 (2008年度第1回〉テ■マ1教育実
(文責・渡部)
自らの学びの課題を再認識させる等)。 4年間で育て
る、卒業後にも現場で育つ・・ 。と言った長い日で見
て欲しいという発言もあり。
⇒解決策 (私案)
・ 基礎実習と応用実習の狙いや役割が違うことを前提
に、「基礎実習と応用実習の繋ぎ方」を検討する。
・ 目的養成ではない「開放制 (一般)養成=地域学部・
地域教育学科」としてのカリキュラムにおける実習の
在り方を探る。今後の大学評価という視点では、附属
校園の評価も「開放制養成の大学に附属した校園」と
して評価がなされることになる。「目的養成時代の幻
影」を追ってはならない。
・ 総仕上げ評価は、H22年度入学者から義務化される
「教育実践演習」(4年次)に委ねる。入学時から卒
業時までの変容を「ポー トフォリオ」等に記録して振
り返させる。「教育実践演習」を鳥大としてどう創っ
て行くかという全学的議論 (全学の教育実習委員会な
ど)に附属校園の参加を求める必要がある。
3)実習を受ける要件
。 実習を受ける要件=最低修得単位数などが不明であ
る。
・ 不合格になつた者の再履修の判断基準が不明確。
。 意欲のない者や、基礎実習での態度などがよくなかつ
た者の扱い?
⇒解決策 (私案)
・ 要件の明確化を学部や全学の委員会で検討すべき。
4)全体の仕組みやシステム・責任体制の明確化
・ 附属校園からのみでなく学科教員からも、大学全体の
仕組みが見えない。
・ 附属校園の取り組みや日程表を、全学の理事や役員に
届けてはどうか。
⇒解決策 (私案)
。 事務サイ ドの窓口の明確化や仕組みの図表化を毎年
度初めに行い、附属校園や大学教員に配布する。
・ 全学の組織・委員会である附属学校部や教育実習委員
会の動きや責任・権限の所在を、附属校園や大学教員
にもつと知らせる。
・ 附属中学校に関しては、地域教育学科ではなく、他学
科・他学部との関係が大きい。地域教育学科で行える
ことと、そうでないことがあり、学科独自の懇談会や
アンケー トの取り組みには当然限界もある。学部や全
学の委員会などでも、他学科・他学部を巻き込む形で
進めて欲しい。
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